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戦争体験「語り」の継承とアーカイブ（4）
— 長崎市「『語り継ぐ被爆体験（家族・交流証言）』推進事業」を事例として —
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Study about inheritance of telling war experience (4) 
　　　　　-Nagasaki a-bomb experience about (family and Exchange evidence)

　　　　　　　　　　　　　　　　　 promotion project as a case study- 
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Abstract
　　This study is in published studies on the development of peace education of the next generation using 
hierarchical archiving working from2015, continuing research studies on the inheritance of war has promoted 
research on war-related sites are promoted from the2009 fiscal year,2012 year telling.
　　Age of war after World War II 71 years have passed, and talk about the experience of war if 10 -year-old, no 
longer the population total population 8%.  Narrative in such a situation, a direct war experience, not by using the 
hierarchical archive should be called "peace education of the next generation" so to speak, practice is ever-
changing and expanded.

Key Word : Study about inheritance of telling war experience Nagasaki a-bomb experience about (family and 
Exchange evidence) promotion project

１．本研究の目的
　本研究は，2009（平成 21）年度から推進している戦
争遺跡に関する研究１，2012（平成 24）年度から推進し
ている戦争体験「語り」の継承に関する研究２の継続研
究であり，2015（平成 27）年度から取り組んでいる継
承的アーカイブを活用した「次世代の平和教育」の展開
に関する研究３の一端を発表するものである。
　戦後 71 年の歳月が経ち，戦争体験を語れる終戦時の
年齢を仮に 10 歳とすれば，もはやその人口は全人口の
8％となった。こうした状況の中，直接的な戦争体験の「語
り」ではなく，継承的アーカイブを活用したいわば「次
世代の平和教育４」と呼ぶべき実践が，刻々と展開され
ている。
　こうした現況を踏まえ，ここでは特に戦争体験「語り」
の継承について，2014（平成 26）年度から取り組まれ
ている長崎市「『語り継ぐ被爆体験（家族・交流証言）』
推進事業」を取り上げる。

２．事業の概略
　戦争・戦場体験者の減少の中，全国各地で展開されて
いる戦争体験の「語り」の継承やアーカイブは，「語り」
による証言を何らかの媒体（文字，音声，映像等）でそ

のままアーカイブする場合が典型的に実施されてきた。
しかし，一方である特定の養成プログラムを経た方々が
「語り」を直接継承するといった「挑戦的」試みも既に
行われている。2012（平成 24）年度から取り組んだ研
究５では，特に後者に注目し，基本的な継承プログラム
の内容構成の調査・分析を踏まえて，その特色を明らか
にした。取り上げた戦争体験「語り」の継承プログラム
の具体的事例は，以下の資料Ⅰ‒１の通りである。
　こうした中，長崎市被爆継承課平和学習係では，2014
（平成 26）年度より長崎市「『語り継ぐ家族の被爆体験（家
族証言）』推進事業」を開始した。この事業の「概要」は，
以下の通り説明されている。

　　�　被爆者が高齢化し被爆体験を継承する機会が少な
くなっている中で，被爆を経験していない世代が被
爆体験を語り継ぐ「家族・交流証言者」を募集する。
さらに継承を望む被爆者（家族・交流証言者に自身
の体験を託したいかた）の募集も行い，被爆の実相
の次世代への継承を推進する６。

　事業開始当初は，「家族証言」を語る「家族証言者」
の募集として開始されたが，今年度から「交流証言者」
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を加え，「語り継ぐ被爆体験（家族・交流証言）推進事業」
に変わった７。「家族証言者」とは，「被爆者の子，孫等
の家族，及び被爆者と親戚関係にある者」であり，また
「交流証言者」は，「同居や団体活動などにより被爆者と
の密接な交流経験を有する者」または「被爆者と関わり
はないが，体験を継承する意志の強い者」である８。
　特に「家族証言者」について，この事業の他事業には
見られない特色としては，「語り」の継承を家族に求め
た点である。家族が関わる継承事業としては，資料Ⅰ‒
１に示した，沖縄県平和祈念資料館による「子や孫に語
り継ぐ平和のウムイ事業」（2012‒2013 年）がある。こ
の事業の中の「家族に語り継ぐ平和のウムイ事業」は，
県民自らが祖父母等家族の戦争体験を子や孫達に語る様
子を撮影した映像記録を募集するものであった。すなわ
ち，これまでの「語り」のアーカイブの様に記録の専門
家が戦争体験をされた方にインタビューを行い，それを
記録するというものではなく，戦争を体験された方々の

家族が直接インタビュアーになり，そのインタビューの
模様をビデオ撮影するのである。
　一方，長崎市の「家族証言者」においては，直接肉親
の「語り」をその家族が継承するものであり，その継承
を長崎市が支援する事業となっている。

３．現在までの登録者
　初年度である 2014（平成 26）年度の募集は５月１日
から実施され，同年７月５日（土）に実施された「オー
プニング座談会」までの登録者は 5名であった。資料Ⅰ
‒２に示した通り，同年度末までには「家族証言者」12
名が登録されている。翌 2015（平成 27）年度には，さ
らに４名の「家族証言者」が登録され，本年４月 30 日
現在で 15 名の「家族証言者」，１名の「交流証言者」が
登録されている。
　注目したいのは，広島市の「被爆体験伝承者」との違
いである９。まずは，応募者数の違いである。広島市「被

資料Ⅰ−１　戦争体験「語り」の継承プログラム
事業名 事業主体 実施期間

広島（３件）・「被爆体験伝承者」養成プロジェクト
・「ヒロシマ　ピースボランティア」事業
・「原爆遺跡フィールドワーク」

広島市市民局
広島平和文化センター
原爆遺跡保存運動懇談会

2012−
1998−
1990−

長崎（２件）・「青少年ピースボランティア」育成事業
・「被爆体験記朗読事業（朗読会/朗読ボランティア育成・派遣）」

長崎市
国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館

2002−
2011−

沖縄（４件）・「ボランティア養成講座」
・「子や孫に語り継ぐ平和のウムイ事業」
・「次世代プロジェクト」
・「南風原平和ガイド養成講座」

沖縄県平和祈念資料館
沖縄県平和祈念資料館
ひめゆり平和祈念資料館
南風原町

2004−2006
2012−2013
2002−
2007−

資料Ⅰ−２　長崎市「家族証言者」「交流証言者」内訳（2016 年４月 30日現在）

住まい 性別 登録日 登録時年齢 平成 26 年度末
時点年齢

平成 27 年度末
時点年齢 デビュー日 デビュー時

年齢
家族・交流
証言者別

女 H26.5.28 50 50 51 H26.11.28 50
女 H26.6.7 26 27 28 H26.11.23 27
女 H26.6.12 66 66 67 H26.7.5 66
女 H26.6.16 39 40 41 H26.7.5 39
女 H26.6.13 49 50 51 ― ―

諫早市 女 H267.15 70 71 72 H27.3.14 71
女 H26.7.31 60 61 62 H27.3.14 61

長与町 男 H26.9.29 56 56 57 H27.5.16 56
女 H27.1.15 65 66 67 H27.6.14 66 交流
男 H27.1.31 59 59 60 ― ―

男 H27.2.24 48 49 50 事業実施前か
ら活動

事業実施前か
ら活動

女 H273.30 34 34 35 ― ―
女 H27.10.29 67 66 67 H27.12.20 67
女 H27.12.22 51 51 52 ― ―

宮崎市 女 H28.1.8 57 57 58 ― ―
広島市 女 H28.1.13 50 49 50 ― ―

・長崎市被爆継承課平和学習係平山莉映氏提供資料（2016.5.27）による。
・「住まい」の空欄はすべて長崎市。
・「家族・交流証言者別」の空欄は、被爆２世・３世

Akita University



− 59 −

爆体験伝承者」の場合，募集は 2012（平成 24）年の５
月 15 日から６月 29 日までの期間で実施され，「被爆体
験伝承者」には 137 人の応募が，「被爆体験証言者」には，
32 人の応募があった。長崎市「家族証言者」の５名と
は大きな違いである 10。
　次に，応募方法の違いである。広島市「被爆体験伝承
者」の場合，応募をかけて，その年 2012（平成 24）年
の７月 12 日（水）から一斉に研修がスタートしている
のに対し，資料Ⅰ‒２に示した通り，長崎市「家族証言者」
の場合は，2014（平成 26）年７月５日（土）の「オー
プニング座談会」時には 5名で，その後年度末までに随
時７名が加わっている。実際の応募自体は現在も継続中
である 11。
　最後に，そもそもの二つの事業の性格の違いである。
広島市「被爆体験伝承者」養成プロジェクトの場合は，
応募後，その応募者を養成

0 0

していく事業として始められ
た。一方，長崎市「家族証言」推進事業の場合は，応募
者はその「語り」が十分であると被爆継承課から判断さ
れれば，そのまま「家族証言者」として登録され，事業
としては，養成というより「証言者」として活動するた
めの支援

0 0

事業として始められている 12。後に初年度の事
業の内容は詳述するが，広島市「被爆体験伝承者」の場
合，応募者はいわばゼロから被爆体験者の証言を学び，
「語り」の習得と練習に取り組む事になるのに対し，長
崎市「家族証言者」の場合は，家族からの証言は既に既
得のものであり 13，むしろ事業の中心はそれを語るため
の準備（話の構成やパワーポイント作成，話術の練習等）
となっているのである。

４．登録者の内訳
　先に示した資料Ⅰ‒２をさらに年代別に整理したもの
が，以下の資料Ⅰ‒３である。まず 2016（平成 28）年
４月 30日現在の登録者総数は，先述の通り「家族証言者」
15人，「交流証言者」１人である。登録者の年齢について，
初年度の「家族証言者」11 人の平均年齢は 50.6 歳で最
少年齢は 26 歳，最高年齢は 70 歳であった。最も多い
年代は 50 歳代で３人（27.3%），次は 30・40・60 歳代
で２人（18.2%）である。やはり広島市「被爆体験伝承者」
の場合と比較してみたい。先述したように，長崎の取り
組みと広島の取り組みは一概に比較する事は難しい。し
かし，長崎の場合は応募即登録とされるので，広島の初
年度の修了者と比較してみたい 14。広島市「被爆体験伝
承者」の初年度（2015）の修了者の総数は 51 名（修了
達成率 37.2％），平均年齢は 61.8 歳，最少年齢は 30 歳，
最高年齢は 76 歳であった。数的に多い年齢層は，やは
り50代 60代であり，修了者全体の72.5％を占めていた。
とりわけ 60 代は全体のほぼ５割を占めた。長崎の場合
も，やはり 50・60 歳代が中心を占めるが，30 ～ 60 代
へのばらつきも伺える。
　次に性別では，登録者 15 人の内，男性４人（20％），
女性 12 人（80％）で，女性が圧倒的に多い。一方の広
島市「被爆体験伝承者」は，やはり女性が多く，修了者
51 人の内，男性 18 人（35.3%），女性 33 人（64.7%）
であった。
　次に申し込みの所在地では，登録者 15 人の内，長崎
市内が 11 人（73.3％），長崎市外が４人（26.7％）で，
2015（平成 27）年度の登録者では宮崎市，広島市の方

戦争体験「語り」の継承とアーカイブ（4）

資料Ⅰ−３　長崎市「家族証言者」「交流証言者」登録者内訳（2016 年４月 30日現在）
区分 家族証言者 交流証言者

2014 年度 2015 年度 2014 年度
登録者数 11 人 4 人 1 人
平均年齢 50.6 歳 56.3 歳 65 歳
最高齢 70 歳 67 歳 65 歳
最年少 26 歳 50 歳 65 歳
年齢階層 10 代 0 人（ 0%）    0 人（0%）   0 人（0%）   

20 代 1 人（9.1%） 0 人（0%）   0 人（0%）   
30 代 2 人（18.2%） 0 人（0%）   0 人（0%）   
40 代 2 人（18.2%） 0 人（0%）   0 人（0%）   
50 代 3 人（27.3%） 3 人（75％） 0 人（0%）   
60 代 2 人（18.2%） 1 人（25％） 1 人（100%）
70 代 1 人（9.1%） 0 人（0%）   0 人（0%）   
80 代 0 人（ 0%）    0 人（0%）   0 人（0%）   

性別 男性 3 人（27.3%） 0 人（0%）   0 人（0%）   
女性 8 人（72.7%） 4 人（100％） 1 人（100%）

住所地 長崎市内 9 人（81.8%） 2 人（50％） 1 人（100%）
長崎市外の県内 2 人（18.2%）諫早市，長与町 2 人（50％）宮崎市，広島市 0 人（0%）   

・長崎市被爆継承課平和学習係平山莉映氏提供資料（2016.5.27）により作成。
・年齢は，登録時年齢

Akita University



− 60 −

秋田大学教育文化学部研究紀要　教育科学部門　第 72 集

もいる。一方の広島市「被爆体験伝承者」は，広島市内
の方が 35 人（68.6％）で，やはり全体の７割程を占めた。
県外での修了者は５人であり，最も遠方は東京の方で
あった 15。

５�．2016（平成 28）年度長崎市「交流証言者」の応
募者
　先述した様に，募集して２年，2015（平成 27）年度
でほぼ「家族証言者」の応募が頭打ちになり，それを受
けて今年度からは正式に「交流証言者」の応募に臨んだ。
応募者の内訳は，以下の資料Ⅰ‒４の通りである。
　今年度の募集は，７月 16 日開催の「交流会」参加へ
の募集を一区切りとすれば，５月１日から６月 30 日ま
でとされた 16。募集期間中の応募者は 22 名であったが，
最終的には 17 人が今年度新規に「交流証言者」として
登録された 17。やはり一概に比較するには難しいが，先
述の通り広島市「被爆体験伝承者」の場合，募集は
2012（平成 24）年の５月 15 日から６月 29 日までの期
間で実施され，「被爆体験伝承者」には 137 人の応募が，
「被爆体験証言者」には 32 人の応募があった。
　次に応募者の年齢について，長崎市の場合，平均年齢
はちょうど 45 歳で，最少年齢は 17 歳，最高年齢は 74
歳であった。最も多い年代は 50 歳代で４人（23.5％）
であるが，10～60歳代にかけてほぼ平均した分布となっ
ている事がわかる。一方広島市「被爆体験伝承者」では，
137 人の平均年齢は 57.1 歳で最少年齢は 19 歳，最高年
齢は 78 歳であった。最も多い年代は 60 歳代で 59 人
（43.1%），次は 50 歳代で 32 人（23.4%）で，応募者の
内この 50 代 60 代で 2/3 を占めていた。被爆二世の世代
である。
　次に性別では，長崎市の場合，男性３人（17.6％），

女性 17 人（82.4％）で女性が 8割以上を占めた。一方
の広島市では，男性 43 人（31.4%），女性 94 人（68.6%）
で，やはり女性がほぼ７割を占めていた。
　次に申し込みの所在地では，やはり長崎市内の方が
13 人（76.5％）で多くを占める。長崎市外の方は４人
（23.5％）で，最も遠方の方は名古屋市の方（50 歳女性）
である。一方の広島市の場合も，やはり広島市内の方が
101 人（73.7%）で多くを占めた。広島市外の県内の方
が 22 人（16.1%），そして県外の方は 14 人（10.2%，10
都道府県）であった。10 都道府県の内訳は，北海道，
東京，山梨，京都，大阪，奈良，兵庫，鳥取，山口，福
岡であり，最も遠方は北海道の方であった 18。

６．初年度の事業の内容
　初年度 2014（平成 26）年度の事業としては，以下の
資料Ⅰ‒５の様な内容が実施された。内容の大きな構成
は，以下のように整理できる。

　①「話し方研修会」（180 分）
　②「パソコン研修会」（360 分）
　③「県外講話」（各 30 分×計４回＝ 120 分）

　注目すべきは，７月５日の「オープニング座談会」で
事業が始められ，その後初めての研修会として 11 月 15
日に「話し方研修会」が行われた後，すぐに 11 月 23・
28・29 日と「県外講話」が実施されている事である。
ここからも，長崎市「『語り継ぐ家族の被爆体験（家族・
交流証言）』推進事業」の場合は，「養成」というより「支
援」事業である事がわかる。例えば，広島市「被爆体験
伝承者」養成事業の場合，応募者を３年間かけて養成し
ている 19。初年度のほとんどは実際の被爆体験者の体験

資料Ⅰ−４　2016 年度長崎市「交流証言者」応募者内訳（2016 年８月 22日現在）
登録者数 17 人
平均年齢 45.0 歳
最高齢 74 歳
最年少 17 歳
年齢階層 10 代 2 人（11.8%）

20 代 2 人（11.8%）
30 代 3 人（17.6%）
40 代 2 人（11.8%）
50 代 4 人（23.5%）
60 代 3 人（17.6%）
70 代 1 人（5.9%） 

性別 男性 3 人（17.6%）
女性 14 人（82.4%）

住所地 長崎市内 13 人（76.5%）

長崎市外の県内 4 人（23.5%）
諫早市，長与町，名古屋市，大分市

・長崎市被爆継承課平和学習係平山莉映氏提供資料（2016.5.27）により作成。
・年齢は，応募締め切り時（2016 年６月 30 日）年齢
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資料Ⅰ−５　2014（平成 26）年度における長崎市「『語り継ぐ家族の被爆体験（家族証言）』推進事業」
月 日 曜日 事業名 開始時刻 時間 内容 場所

5 1 木 事業の周知と募集 チラシ配布・ポスター掲示・市の広報番組・
広報誌にて周知

7 5 土 オープニング座談会
（14：30-16：30）

14：30 5分 開会あいさつ
長崎原爆資料館　B1階 平和学習14：35 55分 被爆2世・被爆3世講話

15：30 60分 座談会

11 15 土 話し方研修会
（14：00-17：00） 14：00 180分

講師　村山仁志（NBCアナウンサー）
　①発声などの基本的な指導
　②持参したシナリオ朗読への個別指導

国立長崎原爆死没者追悼平和祈
念館地下１階研究室

11 23 日 県外講話（被爆ピアノコンサート） 13：30 30分 広島県広島市 エールエール地下イベント広場
11 28 金 県外講話 14：00 30分 神奈川県相模原市 相模原市立博物館
11 29 土 県外講話 10：00 30分 神奈川県相模原市 相模原市立博物館

12 14 日 パソコン研修会
（10：00-17：00）

10：00 30分 パワーポイントの概要

長崎市立図書館３階パソコン室

10：30 150分 プレゼンテーション作成

14：00 180分

図・オブジェの挿入
図形の作成
アニメーションの設定
質疑応答

1 29 木 県外講話 14：45 30分 大阪府岸和田市 岸和田市立浪切ホール1階小ホール
2 12 木 証言映像撮影 10：00 120分 被爆2世・被爆者 長崎被災者協議会
2 13 金 証言映像撮影 14：00 120分 被爆3世・被爆者 細田さん宅

3 14 土
語り継ぐ家族の被爆体験 

（家族証言） 第１回発表会
（10：30-12：30）

10：30 5分 開会あいさつ

長崎原爆資料館　B1階 平和学習10：35 60分 家族証言講話・県外での講話報告（2名）
11：45 40分 家族証言講話（2名）
12：25 5分 閉会あいさつ

・長崎市教育委員会HP（http://www.city.nagasaki.lg.jp/kosodate/520000/523000/p001708.html）2016.6.9閲覧より作成。
・長崎市被爆継承課平和学習係の平山莉映氏にも監修していただいている。

談を聞き，次年度はどの証言を継承するのかのマッチン
グと交流，そして最終年度で「語り」の演習・実習に取
り組んでいる。広島市の場合は，血縁ではない初対面の
他人同士での伝承であるので，じっくりとマッチングの
時間を割いているのである。一方の長崎市の場合は，肉
親からの「語り」の継承であるので，その部分は省略さ
れている。初年度のプログラムとしては，資料Ⅰ‒５に
示したものが用意されたが，それ以外にも登録者からの
要請があれば，被爆継承課が個別の支援をしている。
　また，先の資料Ⅰ‒２に示した表の内，「デビュー日」
が「―」になっている６名は，「家族証言者」として登
録されているものの，まだ「語り」が十分ではないとし
て研修を続けている方達である。しかし，この６名に対
してもある一定のプログラムを用意して養成しているわ
けではなく，被爆継承課が個別に対応し，「語り」の成
長を支援している 20。実際に「デビュー」している家族
証言者による講話は，2014（平成 26）年度では９回，
2015（平成 27）年度では 22 回，そして今年度（９月
21 日時点）では 23 回実施されている 21。

７�．2016（平成 28）年度長崎市「交流証言者」支援
プログラム
　これに対し，先述の様に長崎市では今年度より正式に
「交流証言者」の募集を実施している。新規登録者となっ
た 17 人には，今後どのようなスケジュールが用意され

ているのだろうか。その内容は，以下の資料Ⅰ‒６の通
りである。
　注目したい点は３点である。１点目は継承者の選定，
２点目は講話を実施するまでのプログラム，３点目は最
終的まとめである。
　まず継承者の選定について，「交流証言者」として応
募した方達は，まず自身が継承する被爆証言を決定しな
ければならない。７月 16 日（土）に開催された「交流会」
は，そのための会である。「被爆者」として参加された
方は７人であった（しかし１人辞退し実質６人）。「交流
会」時にそれぞれの証言を聞き，一週間後の７月 23 日
（土）には希望調査票の提出を締め切り，そのさらに一
週間後の７月下旬には継承者の決定をしている。広島市
「被爆体験伝承者」の場合，３年間の養成期間であるが，
その初年度のほとんどは 23 人の「被爆体験証言者」の
証言聴取に充てられていた。さらに次年度の１年間をか
けてマッチングと聞き取りを行い，その証言を１万字程
度にまとめ，最終年度に演習・実習の時間としていた。
長崎市の場合は実質２週間であり，大きな違いである。
しかし，長崎・広島ともに継承者の希望により証言を決
定している点は同じである。長崎の場合は第３希望まで
挙げており，それを市の担当が「被爆者」お一人に３・
４人ずつ均等になるように振り分けている。
　次に，実際に講話を実施するまでのプログラムである。
長崎市の場合，資料Ⅰ‒６に示した通り，やはり全体で
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用意されているプログラムは「パソコン（パワーポイン
ト）研修」（９月 17 日，７時間）と「話し方研修」（１
月 28 日，半日）のみで，先述した「家族証言者」の支
援と同様である。しかし，個別にはほぼ半年をかけて「交
流証言者」は被爆証言の聞き取りを実施する事になって
いる。これもまた，広島市「被爆体験伝承者」の２年間
をかけている場合とは大きく異なっている。やはり長崎
市の場合は，「交流証言者」の場合であっても，「養成」
ではなく「支援」事業として推進している事が分かる。
　最後に，最終的なまとめである。広島市「被爆体験伝
承者」の場合，３年かけた養成期間の内，２年目には
１万字程度の証言のまとめを作成する事になっている 22。
そして，それは二重のチェックを経て承認される。すな
わち，元となる証言者，そして養成担当の広島市市民局
国際平和推進部平和推進課である。無事養成期間を経て，
いわば公式に認定された「被爆体験伝承者」達は，基本
的にはこの証言のまとめに基づき，その後の講話を実施
する事になっている 23。一方の長崎市の場合，統一的な
まとめの形式はない。例えば，先述した佐藤直子氏は紙
芝居とパワーポイントの組み合わせであり，「家族証言
者」としては最も年齢が若い三根礼華氏（登録時 26 歳）
は，自身の祖母の証言ビデオとパワーポイントの組み合
わせである。さらに，こうしたまとめに対する「試験」
はなく，長崎市はやはり支援に徹しているのである。「交
流証言者」がパワーポイントであればその作成を支援し，
証言ビデオを活用したいとなれば，その撮影を補助して
いる。

８�．講話の実際（広島市「被爆体験伝承者」・長崎市「家
族証言者」講話）

（1）講話の日程と講話者の略歴
　昨年７月 28 日（木）に，実際に長崎市「家族証言者」
を秋田大学にお呼びし，一昨年もお呼びした広島市「被

爆体験伝承者」とともに，講話会を実施した。主な日程
は以下の通りである。講話時間は，それぞれご本人と相
談し，楢原氏は１時間，佐藤氏は 40 分でお願いした。

　　14：20 ～ 14：45　受付
　　14：45 ～ 15：00　基調報告（外池智）
　　15：00 ～ 16：00　広島市「被爆体験伝承者」講話
　　　　　　　　　　　（楢原泰一氏）
　　16：00 ～ 16：10　休憩
　　16：10 ～ 16：50　長崎市「家族証言者」講話
　　　　　　　　　　　（佐藤直子氏）
　　16：50 ～ 17：20　質疑応答

　講話実施の順に，まず広島市「被爆体験伝承者」講話
の楢原泰一氏の略歴について取り上げる。楢原氏は1975
（昭和 50）年８月 22 日，東京都杉並区（出産は群馬県
沼田市）生まれの 40 歳（講話当時）で現在も東京都杉
並区に在住している。1994（平成６）年に大学生協（全
国大学生協連）が行う「PEACE NOW HIROSHIMA」
に参加した事がきっかけで平和運動を始め，以来毎年８
月６日は広島で過ごしている。1998（平成 10）年に都

資料Ⅰ−６　2016（平成 28）年度「交流証言者」スケジュール
日　時 交流証言者 被爆者

7月16日（土） 13：00 〜 17：00 交流会開催
7月23日（土） 希望調査票提出〆切
7月下旬 受け継ぐ相手の決定 託す相手の決定
8月20日（土） 被爆体験・思いの聞き取り開始
9月17日（土） 10：00 〜 17：00 パソコン（パワーポイント）研修

10月末 講話原稿完成・提出
1月20日（金） スライド完成・提出
1月28日（土） 午後 話し方研修
2月18日（土） 午後 講話演習
3月18日（土） 家族・交流証言フォーラム開催

・長崎市被爆継承課平和学習係平山莉映氏提供資料（2016.8.18）。提供時のタイトルは，「交流証言講話に向けてのスケジュール」

随
時
聞
き
取
り

広島市「被爆証言者」楢原泰一氏
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戦争体験「語り」の継承とアーカイブ（4）

内百貨店入社，現在もお務めである。その後 2009（平
成 21）年 ヒロシマピースボランティア活動開始，そし
て 2012（平成 24）年の広島市「被爆体験伝承者」養成
事業の初年度に応募し，無事３年間の養成期間を経て，
2015（平成 27）年３月に第１期生として認定されている。
秋田大学での講話は，20 回目の講話になる。
　次に長崎市「家族証言者」講話の佐藤直子氏の略歴に
ついて取り上げる。佐藤氏は 1964（昭和 39）年４月 30
日，長崎市生まれの 52 歳（講話当時）で現在も長崎市
在住である。父である池田早苗氏が被爆者で，その長女。
2014（平成 26）年に開始された長崎市「『語り継ぐ被爆
体験（家族・交流証言）』推進事業」の第１号登録者で
あり，現在，「長崎被災協・被爆二世の会・長崎」会長，
被爆体験を語り継ぐ「永遠（とわ）の会」朗読ボランティ
ア会員である。秋田大学での講話は，17 回目の講話に
なる。

（2）講話の構成と内容
　実施した講話のお二人のプロットは，以下の資料Ⅰ‒
７，資料Ⅰ‒８の通りである。

資料Ⅰ‒７　�楢原泰一氏による広島市「被爆体験伝承者」
講話（2016 年 7月 28日，於秋田大学）（62
分 9秒，16,396 文字）

○ 流れの説明（1分 30 秒（2.4％），299 文字（1.8％））
１．自己紹介（0分 30 秒（0.8％），131 文字（0.8％））
２．�なぜ，被爆体験伝承事業・ヒロシマピースボラン

ティアに取り組むのか
　　（4分 40 秒（7.5％）1,208 文字（7.3％））
３．オバマ大統領来広について
　　（1分 30 秒（2.4％），388 文字（2.3％））
４．�被爆の実相（15 分 17 秒（24.6％），3,799 文字
（23.2％））

５．被爆体験伝承講話
　　（岡田恵美子さんの被爆体験伝承）
　　（32 分 04 秒（51.6％），8,452 文字（51.5％））
○まとめ
　　（岡田さんが伝えたい事，楢原さんが伝えたい事）
　　（6分 38 秒（10.7％），2,119 文字（12.9％））

・�１～５のタイトルは，楢原泰一氏講話時使用のパワー
ポイントから引用。○部は文字起こしから追加。

資料Ⅰ‒８　�佐藤直子氏による長崎市「家族証言者」講
話（2016 年 7月 28日，於秋田大学）（49
分 56秒，11,300 文字）

１．自己紹介（1分 37 秒（3.2％），500 文字（4.4％））
２．長崎市に投下された原爆被害の概要
　　（3分 58 秒（7.9％），845 文字（7.5％））
３．父池田早苗氏の紹介
　　（4分 00 秒（8.0％），903 文字（8.0％））
４．�紙芝居「原爆でみんな死んでいった　池田早苗さ
んの証言から」

　　（13 分 20 秒（33.4％），2,572 文字（22.8％））
５．紙芝居の補足
　　（3分 50 秒（7.7％），1,010 文字（8.9％））
６．戦後の暮らし
　　（11 分 48 秒（23.6％），3,185 文字（28.2％））
７．現在行っている継承活動
　　（8分 03 秒（16.1％），2,285 文字（20.2％））
・�佐藤直子氏講話時使用のパワーポイント及び資料Ⅰ‒
９の内容から筆者作成。

　講話の内容は，論文末の資料Ⅰ‒９の通りである。講
話から質疑応答まで，全文掲載してある。また，楢原氏
が継承した岡田恵美子氏の「被爆体験伝承者」養成プロ
ジェクト時のプロフィールは，資料Ⅰ‒10 の通りである。
　内容の構成は当然ながらお二人とも違いはあるが，そ
の中核となる部分については，以下の３点と共通してい
る。

　被爆の実相
　被爆体験の「語り」
　平和への願い

　これは，一昨年実施した髙岡昌裕氏の広島市「被爆体
験伝承者」講話においても同様であった。
　次に，文字起こしをした資料Ⅰ‒９の分析から指摘し
たい。楢原氏の講話は，文字起こし分の時間で62分９秒，
文字数だと 16,396 文字であった。一方の佐藤氏の講話
は，文字起こし分の時間で 49 分 56 秒，文字数だと
11,300 文字であった。注目したいのは，やはり「語り」
の継承部分である。結論から言えば，対照的結果となっ
た。楢原氏の場合，時間数，文字数とも「５．被爆体験
伝承講話（岡田恵美子さんの被爆体験伝承）」が中心的
位置を占め（32 分 04 秒（51.6％），8,452 文字（51.5％）），
ほぼ半分を占めていたのがわかる。しかし，実際の講話
の内容を分析してみると，実質的に岡田恵美子氏の被爆
体験そのものを語っている部分は時間で 12 分 33 秒，文
字数で 3379 文字であった。すなわち，構成上は「５．

長崎市「家族証言者」佐藤直子氏
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被爆体験伝承講話（岡田恵美子さんの被爆体験伝承）」
が全体の半分を占めているが，実際には「５」の時間の
39.1％，文字数の 40.0％，全体では時間で 20.2％，文字
数では 20.6％程度であったのである。一方の佐藤氏の
場合，７項目の内「１」「２」「７」以外は，全て父であ
る池田早苗氏の被爆体験の「語り」となっており，時間
では 32分 58秒（66.6％），文字数では 7,670 文字（67.9％）
で全体の 2/3 を占めていた。楢原氏の場合は，実際の被
爆体験の継承部分の「語り」は時間も文字数も２割程で，
その他は広島への原爆投下や，被爆の実相など，いわゆ
る「事実的語り 24」「現象的語り 25」などの説明的な「語
り」が中心となっていた事が分かる。一方の佐藤氏の場
合は，実際の被爆体験の継承部分の「語り」は時間・文
字数とも 2/3 を占めるといった対照的結果となったので
ある。講話の善し悪しではなく，それぞれの「語り」の
特色であろう。
 
（3）参加者の感想
　参加者は，秋田大学教育文化学部の社会科教育の免許
取得科目を受講している学生・院生 38 名，一般参加者
９名，その他，NHK秋田，ABS 秋田放送，秋田魁新報
社等のマスコミ関係者であった。
　聴講したアンケートとして２点，「○実際にそれぞれ
の『語り』を聞いた感想・意見等をお聞かせください。（1）
広島市被爆体験伝承者講話，（2）長崎市家族証言者講話」
を記入してもらっている（資料Ⅰ‒11 参照）。以下は実
際の感想から主だった意見を整理したものである。
　まず，広島市「被爆伝承者」講話の楢原氏について，
パワーポイントを活用した視聴覚資料に対する肯定的意
見である。例えば，「地図やスライドを用いてお話しい
ただいたので，当時の実際の様子を想像しやすく，分か
りやすかった」（（1）‒12），「イメージと今までの経験と
異なり，デジタル機器を併用した語りは新鮮だった。画
像などが多々あり，分かりやすい」（（1）‒27）である。
一昨年お呼びした髙岡昌裕氏の場合，「語り」へのこだ
わりがあり，あえて視聴覚資料は控えており，実際の講
話時に使用した資料は被爆直後の絵を中心とした 4枚ほ
どだった。それに対して，今回の楢原氏の講話では使用
したパワーポイントの枚数は 91 枚（うち写真や絵等視
聴覚資料は 85 枚）にも上る。楢原氏によれば，これは
特段広島市担当局や平和記念資料館継承課から指導が
あったわけではなく，単に伝承者の「語り」への考え方
や方法の違いであろうとの事であった。結果的には感想
に見られる通り，こうした視聴覚資料の活用については
肯定的意見が多かった。先述した様に，楢原氏の被爆体
験伝承の講話部分は時間も文字数も２割程であり，残り
の８割はいわば「事実的語り」「現象的語り」であった。

視聴覚資料を多分に活用し十分な説明を加えた結果が，
この様な「分かりやすかった」との感想につながったの
であろう。
　次に同じ楢原氏の講話について，やはりオバマ大統領
訪問に触れる感想が多かった点である。例えば，「広島は，
オバマ大統領の来広を機に，被爆体験を伝えていくため
の拠点としての重要性が増々増していくと考えており，
私にもできる事がないか考えたい」（（1）‒３），「オバマ
大統領が来た事は歴史的にも重要な出来事であり自分も
ニュースを見ていたが被爆者側についての心情まではわ
からなかったので今回聞く事ができてよかった」（（1）
‒10），「今年はオバマ大統領の来広によってこのような
活動にもっと積極的な動きがある事を期待している」
（（1）‒14）である。しかし，楢原氏の講話の中では「３．
オバマ大統領来広について」で取り上げられているが，
その時間はわずか１分 30 秒（2.4％），文字数で 388 文
字（2.3％）分であった。やはり，マスコミ等で多く取
り上げられた事が影響しているのであろう。一方で，長
崎市の佐藤氏もこれについて取り上げた。しかし，長崎
からの被爆者は一人も参加していなかったという衝撃的
な話であった。しかし，それはオバマ氏に対して否定的
な意見ではなく事実を訴えたのである。感想からも「今
回のオバマ大統領の訪問で長崎の被爆者が一人もいな
かった事を聞いて非常に残念に思った。広島同様に多く
の人々にも長崎について知ってもらいたいと思った」
（（2）‒10）との意見もあった。
　また楢原氏の先述した講話の中核部分である「語り」
の継承部分の感想について，岡田恵美子氏の被爆体験を
語り切れていないとの指摘には注目してみたい。例えば，
「『被爆体験』の伝承とあったので，もっと岡田さんの体
験にフォーカスした話だと思っていたが，戦争の様子や
原爆の概要説明のほうが分量が多すぎて，『当時の様子
の解説者』という印象を受けました。もっとリアルに岡
田さんの体験を私たちが共有できるような語りを想像し
ていました」（（1）‒１），「岡田さんがどのような人物な
のか，どのように現在まで人生を歩んでこられたのかを
もっと詳しく知りたいなと思いました」（（1）‒20）であ
る。実はこの事は，筆者自身も強く感じていた点であり，
さらに佐藤直子氏も同様の感想を持った点であった。「被
爆体験伝承者」講話は，やはり伝承者自身がどのように
被爆者の体験を語るのか，非体験者である伝承者が体験
していない話をどう語るのかがいわば最大の見せ所であ
る。しかし，実際の講話を聴取した率直な感想は，この
肝心の部分に物足りなさを感じた事は否めなかった。こ
の事は，先述した様に資料Ⅰ‒９の分析でも，被爆体験
伝承の講話部分は，時間で 12 分 33 秒（20.2％），文字
数で 3,379 文字（20.6％）程であった事からも裏付けら
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戦争体験「語り」の継承とアーカイブ（4）

れている。
　さらに加えたいのは，実は明らかに楢原氏自身の「語
り」も歯切れが悪くなった感があった。講話後に，率直
に本人に申し上げたところ，意外な応えが返ってきた。
楢原氏によると，「制約」が気になって上手く語り切れ
ていないとの事であった 26。すなわち，先述した１万字
程度のまとめである。無事養成期間を経て，いわば公式
に認定された「被爆体験伝承者」達は，基本的にはこの
証言のまとめに基づき，その後の講話を実施する事に
なっている。楢原氏によれば，この１万字のまとめに忠
実に話そうとすればするほど，その部分の「語り」が硬
くなったとの事であった 27。まだ未消化で，本質的に「語
り」の継承が自身の「語り」となっていないのであろう。
当初より講話は慣れてきたとはいえ，やはり被爆体験伝
承部分の講話には課題が残る結果となった。

　一方，長崎市「家族証言者」講話について，同じ肝心
の家族の被爆体験を語った部分に対する感想に注目して
みたい。楢原氏の場合は，視聴覚資料を使用しつつ岡田
氏の体験を語る形となったが，佐藤氏の場合は，その核
心部分を紙芝居という形で語る事になった。この紙芝居
は，佐藤氏の父池田早苗氏の被爆体験を長崎平和推進協
会継承部会の協力の下に作成したものである 28。実際の
感想は，どうだったのだろうか。結論から言えば，非常
に肯定的な感想が多く，対照的な結果となった。例えば
「紙芝居という媒体で被爆体験を聞いたのは初めてだっ
たが，佐藤さんの語りのうまさや，映像の見易さもあり，
心に残るものだった」（（2）‒３），「紙芝居はとても強い
インパクトを受けました」（（2）‒15），「方法論から見た
時に，紙しばいというのはとても効果的だなと感じた。
お話だけでは想像できないその時の情景を見てとる事が
できると共に，絵であるためにそこまでショッキングな
ものでなく，子どもたちが原爆についての思いを深めら
れるなと考えた」（（2）‒16）「紙しばいを中心に，被爆 2
世として被爆者の体験を語っていただいた。視覚的な理
解ができ，聞き手としては感情移入しやすく，被爆者の

感情に少しでも近づく事ができた，と考える」（（2）‒21）
などである。紙芝居についての感想は全 23 件の内，14
件（60.9％）で取り上げられている。戦争体験の「語り」
の継承は，様々な工夫がなされ日々実践されている。そ
れは，先の髙岡氏の様に「語り」そのものの伝承にこだ
わり，その「語り」を磨いていく方法，今回の楢原氏の
様に視聴覚資料を併用し，「語り」だけではなくビジブ
ルに補完する方法もある。しかし，佐藤氏の「語り」を
聴取した時，意外にも紙芝居という「語り」のツールは，
実に効果的であると筆者も実感した。それは，佐藤氏自
身の話術の上手さによるところも大きいが，佐藤氏自身
が何よりもまず感情を入れ込みやすいと証言している。
まさに「感性的語り 29」が展開された場面なのであろう。
佐藤氏は「紙芝居は，初めて『私は』と主語として父を
語れる。初めて私が父になり切れる。最も感情移入がで
きる」ものだと言う 30。また，「（講話でも）父はひたす
ら『語り』のみ。実際の体験者なので，頭の中に映像が
あり，それを語れるのだろう。私はそうした映像はない
ので，ある意味皆さんと同じ立場。だから紙芝居や写真
等，視覚に訴える資料で補う」と言う。戦争体験の「語
り」の継承は，当然の事ながら様々な年齢層を対象とし
ている。紙芝居というと，どうしても低い年齢層を考え
てしまうが，実際に大学生や院生，もっと高い年齢層が
対象であっても，実に効果的である事が実証されたと言
える。今後の「語り」の在り方について，実に示唆的な
ツールである。

　次に，同じ長崎の佐藤氏の講話について，「家族証言」
という特色についてである。広島市「被爆体験伝承者」
と長崎市「家族証言者」の最も大きな違いは，前者は血
縁ではない全くの他人の体験の継承であるのに対し，後
者は家族の体験の継承である点である。この点について
は，どのような感想があったのだろうか。「家族証言者」
講話に対する感想は全 23 件あり，その内 10 件（43.5％）
がこの家族について取り上げている感想だった。その感
想は，家族であるために実感がある話であったとの意見

会場の様子

佐藤直子氏の紙芝居
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と，家族故につらい話になったとの大きく二つがあった。
例えば前者は，「家族証言者の方のお話は初めて聞いた
が，身内であるぶん，そのリアルさが鮮明に表れていた」
（（2）‒４），「家族の体験を語る中で証言者の方が『父が』
というように語るのを聞くと，実際に被爆した家族の方
の思いと語る証言者の方の思いが合わさって自分に伝
わって来ました。」（（2）‒19）等である。また後者は，「家
族だからこそ言えない，話せない事を聞くのは，つらい
事なのかなって思う。話すほうも聞くほうもつらい。で
もそれを乗り越えたら，家族の絆は深くなるだろうし，
家族のほうが言葉にならない空気感みたいなものも伝
わってくるのかなぁと思う」（（2）‒５），「また，被爆者
とその子の関係についても初めて触れる事ができた。親
として語りたくない思いや，子としての不安という現実
に触れ，当事者だけではない，子孫にも伝わってしまう
原爆の影響について考える事ができた」（（2）‒21），「家
族証言者の多くが，自分の家族が被爆をどのように体験
したのか語り継がれていない事が意外だった。家族ほど
の親しい中であれば，自分自身の過去をありのままで伝
えるに違いないと勝手に思い込んでいた。しかし，家族
ほどの近い距離だからこそ，あえて伝わらない事もある
ようだ」（（2）‒22）等である。
　筆者は，こうした実感のある話，家族故につらい話に
加えて，もはやご本人の「語り」である事を加えたい。
すなわち，被爆体験の継承としての「語り」だけではな
く，佐藤氏本人の体験の「語り」であると言う事である。
佐藤氏から語られた父池田氏の被爆体験は，「４．紙芝
居『原爆でみんな死んでいった　池田早苗さんの証言か
ら』」では被爆時その時の体験，そして「６．戦後の暮
らし」ではその後の暮らしの体験が語られていた。すな
わち，前者は池田氏自身の被爆体験であるが，「６．戦
後の暮らし」では，池田氏と佐藤氏ご本人との共有体験
が語られたのである。そこには佐藤氏自身の被爆二世と
しての思いや不安が，本人の体験そのものとして語られ
ていた。その意味で，「語り」が伝承者としてだけでは
なく，もはや本人の実体験としての「語り」であった。
これは，広島市「被爆体験伝承者」を初めとする多様な
戦争体験の「語り」の継承の中でも，長崎市「家族証言
者」の持つ最も特色ある点であろう。この部分は，文字
起こしからの分析から時間で 11 分 48 秒（23.6％），文
字数で 3,185 文字（28.2％）となっており，全体のほぼ
1/4 を占めていた。
　次に，こうした「語り」に触発された学生達の今後の
活動についての意見である。例えば，「戦争があった事，
原爆を落とされた事は事実であり，その恐ろしさをこれ
からの世代に授業を通して伝える事が我々教員を目指す
者の仕事だと感じた。無力な事なんてなにひとつないと

信じて行動していきたい」（（1）‒４），「例えば，身近な事，
平和ボランティアに参加したり，平和記念に関する講演
会に参加・聴講したりなど，自分にできる事から取り組
んでみようと思い至ります」（（1）‒11），「多くの人の心
に残る語りで活動している人々が多くいると知り，自分
にもできる事があるのではないかと考えるきっかけと
なった」（（2）‒30）等であり，計８件見受けられた。平
和教育では，「感性的認識」「科学的認識」「実践的認識」
として段階論的な教育実践が提唱されてきたが 31，この
「実践的認識」はいわば社会的実践力である。認識や理
解に留まらず，得た知識を実社会で活用していこうとす
る社会参加や社会参画としての行為形成である。学生達
の実際の行為形成が，どう展開されるのかは今後の学生
次第であるが，少なくとも感想としては社会的実践のレ
ベルにまで言及されている事が分かる。
　最後に，「語り」といったナラティブによる継承の意
義についての感想である。例えば，「戦争や原爆につい
て後世に伝える手段は様々ですが，人と人との交流が一
番思いが伝わると思います。なぜなら，同じ空間で思い
がこもった言葉を受け取る事で，その場で思いが共有で
きると考えるからです」（（1）‒８），「71 年という年月が
過ぎていく中で，文献や資料としては残っていても『生
の』」というものは月日と共に失われていくものである
が，この被爆体験伝承者の講話というものは，それを守
る，ないし受け継ぐ事ができる数少ない取り組みだと思
う。伝承者の方のお話も去年に続き，真にせまるもので，
聞いた者の心に当時の情景が浮かぶようなものだった」
（（1）‒14），「『語り』を通して，被爆者の精神的な苦しみ
が伝わってきた。特に被爆の瞬間，その直後の人々の様
子や叫び声を人間の声で聞かせ，戦争体験を継承してい
く事に意義がある。教科書などの文字媒体だけでは伝わ
らない戦争の恐ろしさを感じてもらうためにも『語り』
を活用する場が増えていけば良いと感じた」（（1）‒17）
等である。広島，長崎，沖縄を初めとして，今や全国各
地で戦争体験の「語り」の継承が様々な形で取り組まれ
ている。そうした中，「語り」を文字媒体や映像媒体で
そのままアーカイブするのではなく，人の生の「語り」
として伝承しようとする試みは「挑戦的」である。しか
し，実際にその「語り」を聞いた学生達は，「生の声」
であるが故の意義を感じ取っているのである。

９．結語
　以上，特に戦争体験「語り」の継承について，2014（平
成 26）年度から取り組まれている長崎市「『語り継ぐ被
爆体験（家族・交流証言）』推進事業」を中心に取り上
げてきた。本事業について，事業の概要，現在までの登
録者とその内訳，本年度に正式に始まった「交流証言者」
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の応募者の属性，「家族証言者」推進事業の初年度の事
業の内容，それに対する「交流証言者」支援プログラム
の内容，そして講話の実際（広島市「被爆体験伝承者」・
長崎市「家族証言者」講話）を検討してきた。
　最後に，こうした取り組みに対する課題を２点指摘し
たい。まず１点目は，支援プログラム後の問題である。
取り上げてきた通り，長崎市「家族証言者」，そして「交
流証言者」のプログラムは，支援事業として応募からほ
ぼ半年間で修了し，それぞれ実際の講話を開始する。し
かし，デビュー後は何ら体系的な交流会や研鑽会は実施
されていない。これは，広島市「被爆体験伝承者」の場
合も同様である。一方，例えば資料Ⅰ‒１に示した沖縄
県平和祈念資料館「ボランティア養成講座」（2004‒2006
年）の場合は，やはり同様に７月から 12 月までのほぼ
半年間の養成期間を経て，いわば公的な「語り」の後継
者と認定されるが，修了者は「沖縄県平和祈念資料館友
の会」に入会し，養成の成果を実践する活動に入ってい
る 32。活動の主な内容は，「①地域（県全域）及び学校
における平和学習支援」「②県外からの平和学習団体へ
の講話・ガイド」「③資料館常設展示室での解説」「④資
料館との連携による学習会やフィールドワーク」の４つ
であるが，特に毎年実施される「④資料館との連携によ
る学習会やフィールドワーク」では，会員同士の交流を
図りながら定期的な研鑽会を継続させている。同様の取
り組みは，「南風原平和ガイド養成講座」（2007 年～現在）
でも実施されている。ところが，長崎市「家族証言者」
の場合，先述した様にそれぞれの証言者は個別に支援さ
れるので，証言者同士のヨコのつながりはほとんどない
のだと言う 33。また，実は広島市「被爆体験伝承者」の
場合もほぼ同様な状況だという 34。それぞれ行政による
支援期間や養成期間が終われば，その後は個別の自主的
研鑽に任されているのである。こうした状況をどうする
のか，修了者同士のヨコあるはタテのつながりを組織化
し，体系的な連携をどう深めるのかは今後の課題となろ
う 35。
　またこれと関連して，もう一の課題は「語り」の正当
性の確保と「語り」の「硬化」の問題である。今後，長
崎市の「家族証言者」や「交流証言者」，そして広島市「被
爆体験伝承者」など，「語り」の継承者達の活動は益々
大きく展開されていくであろう。しかし，その時に問わ
れるのは，「語り」の正当性である。特に長崎市「交流
証言者」や広島市「被爆体験伝承者」の様に，全くの第
三者が「語り」を継承している場合，その方達の「語り」
が「正しい語り」であると誰が証明し，それをどのよう
に維持していくのであろうか 36。例えば，現在はまだそ
のオリジナルの証言者がご存命であるので，当人に聞い
ていただき「語り」をチェックしていく事は可能である。

しかし，やがて確実にその機会は失われていく。そうなっ
た時，その「語り」の正当性をどのように確保し維持し
てくのであろうか。例えば，その方策として先述したよ
うな恒常的な研修会を組織し，継承者同士の研鑽の中で
チェックし合い，維持し続ける事は可能であろう。また，
例えば広島市「被爆体験伝承者」の場合の様に，１万字
のいわば「シナリオ」を作成し，それに基づきながら「語
り」を維持し続けていく事も手立ての一つであろう。資
料Ⅰ‒１の「南風原平和ガイド養成講座」（2007 年～）
の場合も同様で，「南風原壕群 20 号」を案内するための
「シナリオ」が用意され，基本的には誰が案内しても変
わらない体制を維持している 37。しかし，こうした「語
り」の正当性の確保と裏腹に，先述した楢原氏の講話の
様に，肝心の「語り」が固定的なものになり，いわば「硬
化」してしまう問題もある。今回の講話の学生達の感想
にもあった通り，「語り」はいわば「生の声」であるが
故に心に響き，その本来の意義がある。その肝心の「語
り」が，正当性を追いかけるが故に「硬化」してしまっ
ては本末転倒である。こうした「語り」の正当性の確保
とその「語り」の「硬化」の問題は，オーラルヒストリー
の抱える本質的な問題であり 38，今後の重要な課題であ
る。

　　　　　　　　　　
１	2009‒2011 年度科学研究費補助金基盤研究（C）「地域にお
ける戦争遺跡の複合的・総合的アーカイブと学習材としての
活用」。

２	2012‒2014 年度科学研究費補助金基盤研究（C）「戦争体験『語
り』の継承カリキュラムの開発と学習材としての活用」。

３	 2015‒2017 年度科学研究費補助金基盤研究（C）「継承的アー
カイブの活用と『次世代の平和教育』の構築」。

４	「次世代の平和教育」については，2014（平成 26）年度日本
社会科教育学会第 64 回全国研究大会（静岡大会）自由研究
発表「教員研修における平和教育―広島市，長崎市，那覇市
の取り組みを事例として―」，また論文としても同名のタイ
トルで秋田大学教育文化学部編集委員会編『秋田大学教育文
化学部研究紀要　教育科学』第 70 集，（秋田大学教育文化学
部，2015 年３月），１‒18 頁にまとめている。その特色として，
以下３点を指摘した。

　　（1）継承的アーカイブの活用
　　（2）戦後の平和希求活動への着眼
　　（3）目的的平和教育から方法的平和教育へ
５	前掲註２．
６	長崎市教育委員会
	 HP（http://www.city.nagasaki.lg.jp/kosodate/520000/523000/
p001708.html）より引用。2016 年５月 27 日閲覧

７	資料Ⅰ‒２にも示した通り，2014 年度の事業開始は「家族証
言」推進事業であったが，実はお一人だけ血縁者ではない方
がいた。その方は，その元となる被爆体験者との関係性は極
めて家族に近い関係であったため，2015 年までは「家族証
言者」として扱われていた。しかし，初年度，次年度と実際

戦争体験「語り」の継承とアーカイブ（4）
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の募集では，「家族証言者」はほぼ頭打ちとなり，今年度に
なり，改めて血縁ではない証言者を養成しようと「交流証言
者」の募集を正式に開始したのである。その関係で，初年度
から「家族証言者」として扱われていた方は，正式に「交流
証言者」と区分された。長崎市被爆継承課平和学習係平山莉
映氏からの聞き取り（2016 年８月 17 日）による。

８	長崎市「『語り継ぐ被爆体験（家族・交流証言）』推進事業実
施要項」（2014 年）「３　対象者の要件」による。

９	広島市「被爆体験伝承者」養成プログラムに関しては，拙稿
「戦争体験『語り』の継承プログラムに関する研究―広島，
長崎の取り組みを事例として―」秋田大学教育文化学部教育
実践研究紀要編集委員会編『秋田大学教育文化学部教育実践
研究紀要』第 35 号，（秋田大学教育文化学部附属教育実践総
合センター，2013 年），１‒13 頁，及び拙著『2012‒2014 年
度科学研究費補助金（基盤研究（C））研究成果報告書　戦
争体験「語り」の継承カリキュラムの開発と学習材としての
活用』（暁印刷，2015 年）を参照。

10	これについて，長崎市「家族証言者」第１号登録者であり，「長
崎被災協・被爆二世の会・長崎」の会長佐藤直子氏は，「広
島市の場合は全くの他人への継承であるのに対し，長崎の場
合は血縁であるが故ではないか」と述べている。すなわち，
肉親であるが故に，かえって継承者となる事が困難で，むし
ろ全くの他人の方が，継承者がエントリーし易いのではない
かという事である。昨年７月 28 日に秋田大学で実施した「広
島市『被爆体験伝承者』・『長崎市家族証言者』講話」時に秋
田にお越しいただいた際（７月 27‒29 日）の聞き取りによる。

11	長崎市被爆継承課平和学習係平山莉映氏からのメール（2016
年８月 18 日）による。

12	前掲註７の平山莉映氏，前掲脚注 10 の佐藤直子氏からの聞
き取りからも確認している。

13	ただし，証言者になる事で改めて学ぶ分も多いのだと言う。
前掲註 10 より。

14	広島市「被爆体験伝承者」の修了者に関しては，拙稿「戦争
体験『語り』の継承とアーカイブ（3）―広島『被爆体験伝
承者』のデビュー―」秋田大学教育文化学部編集委員会編『秋
田大学教育文化学部研究紀要　教育科学』第 71 集，（2016 年，
秋田大学教育文化学部），１‒22 頁を参照。

15	ちなみに，この初年度の修了者で，最も広島より遠方の方が，
今年度の秋田大学で開催した「広島市『被爆体験伝承者』・
長崎市『家族証言者』講話」でお呼びした楢原泰一氏（当時
40 歳）である。

16	ただし「家族証言者」の場合と同じように，募集自体は現在
も継続中である。

17	22 人の内，１人が家族の体験を語る事とし「家族証言者」へ，
さらに２人は既に「家族証言者」として活動中，また４人が
辞退となって計７人減で 15 人，しかし２人が「交流会」不
参加で，その後追加で応募となったので２人加わって 17 人
である。

18	しかし３年後の研修終了時に，無事「修了生」として認定さ
れた最も遠方の方は，前掲註 15 の楢原氏で，東京の方である。

19 前掲註９参照。
20	前掲註７の聞き取りによる。
21	長崎市被爆継承課平和学習係平山莉映氏からの聞き取り
（2016 年９月 21 日）による。

22	伝承者の話のスピードにもよるが，40 ～ 45 分程度，遅くと
も 60 分で講話が終了する事が目安になっている。そのため，
その分の文字数を勘案して１万字程度となっていて，文字数
の制約ではない。広島平和記念資料館啓発課西田満氏からの
聞き取り（2016 年９月 14 日）による。

23	さらに，その後の実際の講話においても，運営を担当する広
島平和記念資料館啓発課から折に触れて「語り」の正当性の
確保のためのチェックを受けている。同上の聞き取りによる。

24	「①事実的『語り』」は，語られるストーリーの主体，場，日
時，そしてその時の戦局や状況といった客観的状況に関する
説明的な「語り」である。前掲註９報告書，83‒84 頁参照。

25	「②現象的『語り』」は，体験者のおかれた状況下で何が起き
たのかを現象として語るものである。前掲註９報告書，
83‒84 頁参照。

26	昨年７月 28 日に秋田大学で実施した「広島市『被爆体験伝
承者』・『長崎市家族証言者』講話」時に秋田にお越しいただ
いた際（７月 27‒29 日）の聞き取りによる。

27	驚くべき事に講話開始当初は完全に読み上げていたそうであ
る。

28	池田早苗氏自身も，現在も被爆体験の「語り」を実施してい
るが，「語り」が中心で，この紙芝居は使用していない。

29	「③感性的『語り』」は，臭いや肌触りといった感触等，まさ
に体験したものが感じた情報であり，またその時の思いや気
持ち，願いといった内面の心情に関する「語り」である。前
掲註９報告書，83‒84 頁参照。

30	前掲註 10 の聞き取りによる。
31	安達喜彦「子どもたちの平和認識を深めるために―平和学習
と歴史教育の課題―」歴史地理教育者協議会編『歴史地理教
育』第 380 号，（歴史地理教育者協議会，1985 年），100‒109
頁参照。

32	沖縄の戦争体験「語り」の継承については，拙稿「戦争体験
「語り」の継承とアーカイブ（1）―沖縄の取り組みを事例と
して―」秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要編集委員会
編『秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要』第 36 号，（秋
田大学教育文化学部附属教育実践総合センター，2014 年），
29‒38 頁，及び「戦争体験「語り」の継承とアーカイブ（2）
―沖縄の取り組みを事例として―」秋田大学教育文化学部教
育実践研究紀要編集委員会編『秋田大学教育文化学部教育実
践研究紀要』第 37 号，（秋田大学教育文化学部附属教育実践
総合センター，2015 年），１‒12 頁，及び拙著『2012‒2014
年度科学研究費補助金（基盤研究（C））研究成果報告書　
戦争体験「語り」の継承カリキュラムの開発と学習材として
の活用』（暁印刷，2015 年）を参照。

33	前掲註 10，佐藤直子氏からの聞き取りによる。
34	昨年度の髙岡昌裕氏，今年度の楢原泰一氏の双方からも，同
じ事を伺っている。広島の場合は，継承の対象となる「証言
者」に複数名がついた場合，その同じ「証言者」へマッチン
グする「伝承者」同士の交流は，非公式にあるのだという。
しかし，例えば「沖縄県平和祈念資料館友の会」の様に修了
者を組織し，定期的な研鑽会は開催していない。

35	「被爆体験伝承者」も修了者を２年目を迎え，その他「被爆
体験証言者」，ピースボランティアなどを合わせて約 400 名
を運営する広島平和記念館継承課では，ついに今年度，体系
的研修会を計画中だという。前掲註 22 の西田満氏からの聞
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き取りによる。
36	今回の講話で佐藤直子氏を秋田空港にお迎えに上がった時，
佐藤氏がふと漏らした言葉である。「語り」の継承に携わっ
ておられるまさにご本人からの指摘は本質を突いている。

37	前掲註 32 報告書参照。
38	千人以上もの被爆体験を記録した伊藤明彦は，自身の著書で
以下の様に述べている。「厳密にいえば私が第三者に対して
責任をもって報告できるのは『被爆後 20 何年，30 何年かたっ
て，自分が被爆者にこのように質問した事に対して，被爆者
はこのように答えた』という，その事実だけです。」（伊藤明
彦『未来からの遺言―ある被爆者体験の伝記』（岩波書店，
2012 年），151 頁）。すなわち，証言自体の真実性の問題で
ある。

戦争体験「語り」の継承とアーカイブ（4）
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資料Ⅰ‒９
広島市「被爆体験伝承者」・長崎市「家族証言者」講和（2016.7.28）文字起こし

【基調報告】（12分 00秒　3,023 文字）
外池先生：早いんですけどだいたいおそろいのようなので始めさせていただきたいと思います。今日は広島市被曝伝
承者，そして長崎市家族証言者の講話の方にご参加いただきましてたいへんありがとうございます。昨年ですね，広
島の方から被爆体験伝承者の方をお呼びして，高岡さんって方でしたけど，実施させていただきました。今年もですね，
広島市の方から，楢原さん，そして長崎市の方から佐藤さんの方をお呼びして今年 2つのね，広島長崎からの講話と
いうことで実施したいと思います。私一応研究代表になっています，外池と申します。よろしくお願いします。（ポス
ター等の訂正）で初めに私の方から簡単に基調報告ということでパワーポイントの方使いながら話させていただきた
いなと思います。今日お話しして下さる，長崎市・被爆体験伝承者，楢原泰一さんです。
楢原さん：楢原でございます。よろしくお願い致します。
会場：拍手
外池先生：簡単なプロフィールですけど，1978 年８月のお生まれになっています。お生まれが杉並区で，現在も杉並
区在住です。もともとこの活動に携わるきっかけは，1994 年のこうした関わりということになります。その後ですが，
2009 年の広島のピースボランティア，そして，2015 年から被爆体験伝承者の活動を，３年間の養成を終えて第１期
生としてなさっています。今日細かにはご本人の方からお話があるのかなと思います。次に長崎市の方です。佐藤直
子さんです。
佐藤さん：佐藤です。よろしくお願いします。
会場：拍手
外池先生：佐藤さんは 1964 年４月の長崎市のお生まれで，現在も長崎市にお住まいです。このあとお話がありますが，
お父さんが被爆者ということで，その娘さんということになります。被爆２世の会の会長をなさっているし，朗読ボ
ランティアの方も関わりもなさっておられます。もともと広島の被曝体験伝承者の方を，私の方は研究の対照でやら
せていただいたんですが，そのあとすぐに長崎市の家族証言者という形で長崎市の方も取り組まれています。その第
一号登録者ということになっております。どうぞ，よろしくお願いします。
　舞台になっているのは先の大戦ですよね。1931年の満州事変から始まっていって，日中戦争期，アジア太平洋戦争期，
そして 45 年，敗戦という形の終戦。みなさんたちもご存知の通りで，地図上で見ても，最初は東北エリアに限られて
いたものが中国全土，そして，太平洋へと拡大していったということですね。去年 70 周年でしたが，1945 年，この
１年だけをとっても，３月 10 日の東京大空襲では約 10 万人，沖縄戦では約 18 万人，秋田にも関わりが深い花岡で
は一斉蜂起があり，８月６日には広島に原爆で約 14 万人，８月９日には長崎に原爆が落ちて約７万人，そして，おと
といですか。土崎空襲の，学生たちと一緒に被曝倉庫に行ったかと思うんですが，日本最後の空襲と呼ばれる土崎空襲，
そして，８月 15 日には終戦を迎えました。公式には約 310 万人が亡くなったというふうにいわれています。
　秋田県の戦没者は何人でしょうか。秋田県では，日中戦争以降の戦没者として34,034人，秋田市は4,457人が亡くなっ
たといわれています。平成 25 年ですが，今の人口ピラミッドです。戦前生まれの方は 2320 万人，全人口の 18.2％。
戦争時に 10 歳以上，10 歳が体験を語れる限界年齢だとすると，戦争の記憶を語れる人口は 930 万人，7.3％。すなわち，
今現在，日本全体で１割を切っていることがわかると思います。秋田県の場合ですね，戦前生まれは約 25,000 人，
23％。全国より少し多いですね。記憶を語れる方は，全国平均より多い秋田県でも，もはや 10％を切っているという
ことがわかると思います。間違いなく，一人もそうした方がいなくなる，その時はやってまいります。
　そうした戦争の記録が文字媒体で書かれているものですとか，物として残されているもの，そして，人々の経験，
これは記憶ですね。その継承をどうするのか。全国的にどうしようかという議論が沸き上がっています。物として残
そう。これは，被爆倉庫みたいな戦争遺跡，遺構，あるいは物品といったもの。そういったものを文字媒体で紙で残
すとか，映像で残すとか，音声で残すとか。
　ところが，人そのものに継承してしまおうという，ある意味では大胆な試みが実施されています。一つは，語り部
としての養成です。広島の伝承者，広島や長崎での朗読ボランティア，そして長崎の家族・交流証言者があります。
その他には，平和ボランティアですとか，あるいは戦争遺跡・施設のガイドの養成，あるいは沖縄の姫ゆり記念館の
ように，証言者の人生そのものを引き継ぐような，そのような包括的な継承者の養成まで始まっています。人への継承，
語り部の養成については示した通りですが，類型化すると，このような４つのパターンが考えられます。とりわけ，
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今日みなさんにお聞きしていただくのは，この語り部の養成の成果ですね。この中には，教員を目指す人たちがたく
さんいますけども，ある意味では，みなさんたちと同じ立場ですね。みなさんたちも先生という立場で，今度は子供
たちにあの戦争を伝えるわけですよね。もはや，直接体験した人はいないわけです。その時に，どうするか。ある意
味では，語り部の方たちと同じ課題ということになりますね。
　広島の伝承者の養成は４年前から，2012 年から被爆体験伝承者養成プロジェクトが始まりました。広島市の場合は，
３年計画で養成し，初年度では 23 人の体験証言者の方たちがいて，その人たち全員の話を聞いて，２年目には，マッ
チング。どの人の証言を引き継ぐのか。３年目に実際の話の訓練をして，３月にはデビューをして，今は盛んにいろ
んな語り部を展開しています。これは，私が広島に伺った時に，アナウンサーの方をお呼びして訓練しているときの
様子です。これが最初の年の年齢構成でした。最初の応募は 137 人。実際に修了を迎えた人たちのデータは入れてな
いかな。まあ，年齢構成はこのようだということです。（スライドで写真を提示しながら）で，これは私がちょうど広
島に伺ったときにアナウンサーの方をお呼びして訓練している最中の実際の様子ですね。今日，楢原さんの方でご用
意していただいている地図と同じものが貼られていることがわかりますね。最初に体操したりとか，２分間のスピー
チコンテストという形でやっていたということです。偶然なんですが，楢原さんを私撮影していまして，さっき初め
てお会いした時にちょっと話させていただきました。いろんな方がここでお話しているということですね。
　朗読ボランティアは，長崎の例を取らしてもらったんですが，同じく 2012 年度に被爆体験記朗読事業ということで，
これもお伺いしたら佐藤さんもこれにご参加されていたということで。（スライドで写真を提示しながら）でこれは一
部ですが私も直接取材させて頂いた部分の写真です。佐藤さんが取り組まれているものが，2014 年度から始まった「語
り継ぐ被爆体験（家族・交流証言者）推進事業」ということで，広島と違う特色は，長崎の場合は直接肉親から話を
引き継いで証言者としての語り部として養成され，活動を続けていくという点です。その中でも，佐藤さんは第一号
登録者ということになります。ということで，この後は，実際にお話に移りたいと思います。まずは，８月６日の広
島の楢原さんのお話，そのあとは８月９日の長崎の佐藤さんのお話ということで行いたいと思います。では，どうぞ
よろしくお願いします。

【楢原泰一氏による広島市「被爆体験伝承者」講和】（62分 9秒，16,396 文字）
○流れの説明（1分 30秒（2.4％），299文字（1.8％））
楢原さん：私は，先ほど外池先生にご紹介いただきました，広島市被爆体験伝承者，それから，ヒロシマピースボラ
ンティアといいまして，資料館が直接管理運営している資料館と平和公園のガイドをしております，楢原と申します。
どうぞ，よろしくお願いします。簡単に，今日の話の流れを説明させていただきます。簡単に自己紹介をした後，ど
うしてこの被爆体験伝承事業，それからピースボランティアに取り組んでいるのかということについてお話します。
それから，関心の多い方も多いかと思いましたので，オバマ大統領が先般，６月の 27 日にですね来広されましたので，
そのときのお話を少しして，被爆の実相，被爆体験伝承者講話に入っていきたいと思います。

１．自己紹介（0分 30秒（0.8％），131文字（0.8％））
楢原さん：先ほどの先生のものとほぼ同じ内容が書かれていますけども，学生の時に広島に初めて行って以来，毎年
８月６日は式典に参加したり，いろんなガイドをしたり，最近ですと，いろんなアドバイスを行っています。そして，
2009 年からピースボランティア，2015 年から伝承活動をやっております。

２．なぜ，被爆体験伝承事業・ヒロシマピースボランティアに取り組むのか（4：40（7.5％）1,208 文字（7.3％））
楢原さん：どうしてこの伝承事業，それからピースボランティアをやっているのかというとですね，まず最初に始め
たのがピースボランティア，資料館と平和公園のガイドになります。始めた理由は，被爆者との約束を守るためです。
私が初めて被爆者のお話を聞いたのは，大学１年の時です。大学生協に Peace Now! という取り組みがございまして，
おそらく秋田大学の生協さんもやってらしたと思いますが，全国大学生協連の取り組みで平和運動が行われておりま
す。その中で，８月に広島と長崎で Peace Now! という取り組みが行われています。それに大学１年の時に初めて参
加して，そこで初めて被爆者のお話を聞いたんですね。その時，私はどちらかというと核は必要で，核抑止は当たり
前という発想を持っていました。しかし，実際，被爆者の方のお話を聞いたところ，非被爆者の方の話しが，非常に
心打たれるもので，開眼に値するものでした。その人の前で原爆は必要だということを言えるだろうかという自問自
答になりまして，これは無くしていかなければいけないんだなという風に，心改めました。その被爆者の方と，自分は，
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被爆者の方の経験とか，被爆の実相を伝えることをその被爆者の方と約束しました。それ以来，８月の６日に広島に行っ
て，いろんなことをし始めたということです。
　あとは，被爆者の思いにも応えたいというものもあります。やっぱりその方だけではなくてですね，多くの被爆者
の方々が，自分たちの経験を後世に語り継いでいってほしいと思っています。なので，その思いに何とか応えたい。
広島に通うようになってから，いろんな人に出会いました。出会ってくると，いろいろな思いがうかがえます。聞け
ば聞くだけ，何とか後世に語り継ごうという思いが強くなってきました。その思いに応えたいというものがあります。
そして，アウトプットの必要性も理由の一つです。このピースボランティアをやるまでは，自分でいろんなセミナー
や勉強会に行ったり，お話の聞き取りをするというような，インプットの活動は多かったんですけども，被爆者のみ
なさんは伝えていってほしいという思いを持っているので，アウトプットをしないと意味がないですよね。なので，
アウトプットの必要性があったので，ピースボランティアをやることにしました。
　そして，伝承活動についてですけども，伝承活動をピースボランティアの大きな違いは，被爆者の思いとか経験を
伝えるか伝えないかという点です。ピースボランティアはどちらかというと，博物館の学芸員のような存在で，案内
役です。ですから，考えや思いを述べることは許されません。でも，伝承活動は，まさに被爆者の思い，被爆者の経
験を伝えるということですから，最初に約束したことと一番合致するのが伝承者ということになります。加えて，ア
ウトプットをしていく機会をもっともっと広げていけば，被爆者との最初の約束をより果たすことができるだろうと
思って，今に至っております。

３．オバマ大統領来広について（1分 30秒（2.4％），388文字（2.3％））
楢原さん：次の話題ですね。オバマ大統領がいらしたときのお話をします。６月 27 日。佐藤さんは広島に来られてい
たということで。私は東京で仕事をしておりました。仲間からは「何でいかないんだ」ということを言われましたが。
行きませんでした。なぜかと言うと，妻から反対されました。何かあったら嫌だからといわれまして，何もないとは
思うんですが。小さなことは多少あったようですけども，順調な一日だったようで，今資料館の一番最後の出口の側に，
このように展示がされております。これが，実際オバマ大統領が書いた芳名録と，折り鶴です。現物を写真に撮って
まいりました。今も現物を展示しております。現物を展示することは，遺品以外にあまりありませんが，今回は現物
を両方とも出しております。市民は概ね歓迎ムードではありますが，いろいろな考えを持っている方がいらっしゃる
のも事実です。このことについては，今日は割愛します。

４．被爆の実相（15分 17秒（24.6％），3,799 文字（23.2％））
楢原さん：さあここからはいよいよ，被爆体験の伝承のお話に入ってまいりたいと思いますが，まずお聞きしてみましょ
う。広島に来たことがあるという方，来たじゃない，行ったことがある方ですね。いつも広島市でやってるものです
みません。広島に行ったことがあるという方，どのくらいいらっしゃいますか。その中で，資料館をご覧になった方
はいらっしゃいますか。はい，ありがとうございます。半分弱ぐらいの方ですね。少し実相に触れた方がいいと思い
ますので，初めに，広島に投下された原子爆弾の実相の部分からお話していきたいと思います。まずは，原爆の投下
時刻についてですが，聞いてみましょう。言えるっていう方いますか？

回答者：８月６日８時 15 分。

楢原さん：ありがとうございます。1945 年８月６日午前８時 15 分です。応えられなかった方のご気色を損じたかも
しれませんが，どうかお許しください。実は，広島の子供もこんな感じなんです。ある調査によると，広島県内の子
供は半分以下，市内だと 60％～ 70％くらいの子どもしか答えることができないという結果があります。非常に悲しい
現実です。次のお話に移しましょう。投下目標と爆心地。投下目標と爆心地は微妙に違っています。先に，この地図
で示します。ここの青いマグネットのところ。ちょうど川と川とがぶつかるところになるのですけれども，ここが投
下目標です。そして，そこから少し南東方向に下ったところ，200 数十メートル下ったところ，ここの黄色いところ
が爆心地になります。ちょっと異なっております。まず投下目標のところですが，もともとはこういう光景をしてお
りました。この地を相生橋と呼んでいる橋ですね。この橋をめがけて投下することとしました。こちら，原爆ドーム
となる前の広島県産業奨励館というものがありました。1915 年に出来ました。今年，100 歳になるということなんで
すね。真ん中に広島電鉄の路面電車が走っております。非常に栄えてございました。投下後ですけれども，この橋は
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波を打つようにして壊れました。爆風という強い風による影響でございます。この橋の特徴はTの形をしておりました。
この Tの形をしているのが一つの投下目標となった理由です。上から見えやすいからです。当時は今，みたいに核の
ミサイルはありませんし，そういう構造になっておりませんから投下目標を目で確認して，目視をして行うという構
想になっておりました。ですから，わかりやすくないと落とせません。それから天気がよくないと落とせません。曇っ
ていると目で見えないからです。とにかく，わかりやすいということがあります。
　あとは旧広島市街地のちょうどこのあたりになりますね，今は合併を繰り返して大きくなっていますけども当時は
このあたりで，これのほぼ真ん中です。真ん中に投下すれば，影響も広範囲に効率的に広がっていきます。そんなこ
ともあって，投下目標はここに決まりました。んで，爆心地はそこから 200 メーター強離れたところで，この上空で
炸裂をしました。爆心地ということで，地面で炸裂したと思っている方がいらっしゃるかもしれませんが，地面では
ございません。もともと上空で炸裂することを前提にしていました。なぜか。上空で炸裂した方が影響が広範囲に効
率的に広がるからです。地面で爆発するとさえぎるものがたくさんあります。うえで爆破したほうがいいんですね。
爆心地には「しま病院」という病院がありました。すごく堅牢な建物でしたこれが被爆後なので壊れたものですけど
すごく柱が太いのがわかりますでしょうか。この辺とかすごく太いですよね。空襲でも耐えられるような堅牢な建物
をということで先生が造られたのですけども，よもや原子爆弾が上から投下されるなんて思いもしませんでしたよね。
爆心直下ということもあって，このようになってしまいました。70 名から 80 名ぐらいまではここにいらっしゃった
そうですけども，全員ほぼ即死，ないしは数字で何万かと聞いております。その後いま爆心地は，不思議なんですけ
ども同じしま病院がまた建っておりまして先生がいらっしゃいます。
　もうひとつ，火球の話をしておきます。原子爆弾が炸裂したことによって，広島の上空には大きな赤い火の玉がやっ
てきました。これ，一番大きな大きさなんですけども，縮尺はしておりますが，１秒後の大きさで直径が 280 メート
ルあります。広島に来た方はわかりますが，平和記念資料館は細長い建物なんですね。その端から端までが210メーター
20 メーターぐらいしかありません。ですから，資料館をすっぽり覆ってしまうようなくらいの大きさの火球が実際に
広島の上空に存在をしていたということになります。この温度なのですが，表面温度は．．．あっ，すみません。中心
温度が 100 万℃と言われております。ちょっと見当がつかないくらいです。表面でも 7000℃ぐらいあったのではない
かと思われます。この火の玉の下で人々は実際に暮らしていました。この３日間の影響がその人々に直接ぶつかるこ
とになります。その影響についてあと 4分くらいかけてお話しします。原子爆弾が炸裂することによって生じるのは
おおきくこの３つです。熱線，爆風，放射線です。この順番でご説明をしていきます。先ず熱戦です。熱戦は数秒間
３秒から４秒と言われておりますけども数秒間，降り注いできました。爆心直下で 3000 ～ 4000℃です。みなさん，
もし，その場所にいたとすると，何もさえぎるものがなかったら，3000 から 4000℃の光線みたいなものを直接浴び
ることになります。もしそうなったら，とても大きなやけどを負うことになると思います。直接当たればすごい影響
を負います。ものはわかりやすくいいますが，1000℃を超えると溶け始めますからそれをはるかに超えるくらいの温
度帯の熱線が降り注いだということになります。
　続いて爆風です。ふたつめ。秒速 440 メートルという速さの風です。秒速です。１秒間（手をたたく），これで１秒
です。これで１秒間に 440 メートル飛ばされるということですから，１秒後に 440 メートル先にいくわけですよね。
ここから駅ぐらいでしょうか。かなり，とてつもなく速い，速かったのがわかります。そして，圧力で申し上げると
爆心直下で 35 トンです。35 トンもちょっとわかりづらいのでわかりやすい例を，私あの，鉄道が好きなんですけど
鉄道で例えるとですね，今日，東京からは秋田新幹線で参りました。秋田新幹線ではないですけども通常の新幹線，
秋田新幹線はちょっと１両短いので，ハヤブサとかのぞみの１両分の大きさと同じです。35 トン。あれが上から落ち
てくることを想像してください。そして自分のもし身体に当たったらどうなるでしょう。おそらく押しつぶされてし
まいます。それくらいの圧力の爆風が吹いたということになりますから，もし人間が直接それを受けたら，それはと
んでもないことになります。
　そして３番目。放射線の話。とても放射線はやっかいです。なぜかというと，においはしません。味もしません。
どこにあるかも計測器がないとわかりません。それから，身体への影響がいまだにわからない部分がたくさんあります。
そして放射線の影響というのは大きくふたつに分かれます。急性障害と後障害というのに分かれます。まず，急性障害。
これ，実際資料館に提示されているものを私が自分でデジカメで撮ってきたのですけども，急性障害というのは，こ
のように髪の毛が抜けるですとか，紫色の斑点が顔に出るとか，下痢をするとか，高熱になるとか，お口の中に潰瘍，
できものができてしまうとか，そういう症状です。これでですね，先生からお話しがありましたけども，広島の人々
は 14 万人が亡くなったといわれています。これの影響だけではないですけどね。放射線と熱線のやけど，によって
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14 万人が亡くなっています。どうしてかと言いますと，この急性障害というのは 1945 年の 12 月頃からおさまりを見
せる。この頃から減っていきます。なので，被爆者のみなさんもやれやれと，自分たちもこれで普通に暮らせるよう
になるかなぁと思ったと思います。ところが，今も多くの被爆者を苦しめている後障害というのが待っていたんですね。
後障害といっても色々あります。分かりやすい例ですと白血病とかガンですね。ガンも因果関係がいくつか認められ
るようになりました。それから目の病気などもあったりします。白内障ですね。そして，もうひとつこのケロイドと
いうのがあったりします。ケロイドというのはあんまりこう馴染みがないかもわかりません。やけどをすると，人間
は皮膚を自分で再生する力を持っています，ところが，放射線がですね，その元になる遺伝子が破壊されているために，
皮膚が治っても治ってないと思って，もっともっと作り続けてしまうんです。そうすると皮膚が結局こう盛り上がっ
てしまうんです。これがケロイドという障害です。どうやって治すのか，お薬がなかありません。なのでメスでそぎ
落として治すしか方法がありません。この方は背中です。お顔に出来た方も少なくありません。その方たちはわざわ
ざ海外まで行って，自分を取り戻そうと努力された方たちがいらっしゃいます。「原爆乙女」という言葉も残っていま
す。とにかくですね，この後障害，特にガンはですね，白血病にかわる新しい今前に出てきている状況なものですから，
被爆者の皆様はものすごく不安と戦っているのが実情でございます。

５．被爆体験伝承講話（岡田恵美子さんの被爆体験伝承）（32分 04秒（51.6％），8,452 文字（51.5％））
楢原さん：さぁ，そして今日皆様にご紹介する岡田恵美子さん，この方でございます。最近で申し上げるとノーベル
平和賞の授賞式に昨年，広島の被爆者を代表して，お出かけになりました。今もご存命で，つい月曜日にお会いしたばっ
かりですけども，とても凛として今も一生懸命に被爆体験をお話ししています。今日はこの岡田恵美子さんの伝承講
話をお話ししていきたいと思います。まず岡田恵美子さんの家族についてお話していきます。岡田恵美子さんは６人
家族です。ご両親，それから 12 歳のお姉さん，それから５歳，３歳の弟さん，そして岡田さんご本人ですから６人家
族ということになります。当時は８歳で国民学校３年生でありました。当時と今の学校制度は多少異なります。多少
ではないですね。かなり異なりますけども，ただわかりやすくいうと今の小学校に該当する，その３年生と理解して
いただくとよろしいかと思われます。そして，被爆した場所ですね。えー，広島駅の東寄りのご自宅でありまして，
こちらの地図をご覧いただくと，赤いとこですね，ちょうどここの白いのは，これは広島駅になりまして，爆心地か
ら 2キロになりますので，もう少し遠い 2.8 キロのご自宅で被爆をしています。今日はその岡田恵美子さんのお話を
していきます。まず，当時の生活ぶり，暮らしぶりから振りかえっていきましょう。男性はこんな感じです（写真を
提示）。これ，原子爆弾の熱線によって焼け焦げてしまっていますけども，えー，国民服ですね。赤黄色の国民服を着
ています。そして上は鉄兜，またはこういう制帽を被っています。それから，足にゲートルっていうのがあります。ゲー
トルっていう言葉を聞いたことがないっていう方はいらっしゃいますか。あっけっこういらっしゃいますね。はい，
では説明していきましょう。ゲートルというのはこれくらいの幅（親指と人差し指の幅くらい）の包帯状のものでして，
包帯なんかよりも頑丈です。布だったり革だったりします。足元にですね，ぐるぐるぐるぐるとですね，靴下の外に
巻くんですね。そしたら，靴下に入ります。どうしてこのようにするかというと，まず，裾の乱れを防ぐということ
です。それからケガを防ぐことにもなります。作業することが多かったからケガをする，危ないのでケガを予防する
こともできます。
　そして女の子はですね，お母さんの召し物をほどいて作ったモンペ，作業着ですね。これを着て，女性は白のブラ
ウスを着ていました。頭が，実際この映像にはないんですけど，防空頭巾を被ることが多かったですね。空襲警報が
鳴ると避難しないといけないので。当時はですね，岡田さんもよくおっしゃているのですが，ラジオから「勝ってる，
勝っている」と声が聞こえる，まー皆さんもよくご存じの通り，どこを取ったとか，どこを剥奪したとか，こう，い
い情報ばっかり流れてくるのですが，実際は非常に厳しい戦争だったわけですね。んで，17 歳以上の子どもには召集
令状というものがあります。赤い色をしているので，赤紙といいます。この召集令状が来ますと，否応にも入隊しな
いといけません。岡田さんの経験なんですけども，岡田さんが見たことなんですが，ある日ですね，白木の箱を受け取っ
たお母さんが受け取った瞬間，はらはらと泣いたそうです。白木の箱とはなにかというと，遺骨です。でも遺骨です
けども，なかに骨は入っていません。杜撰な戦争に行って，現地で亡くなって，遺骨が返ってこないということですね。
でも亡くなったということはわかるんです。その白木の箱を受け取って泣いてしまいました。当然ですよね。自分の
子どもですもんね。手塩にかけて育ててきたのに，戦争で奪われてしまったんですもんね。でもそれだけで，すぐ憲
兵隊という人たちが来ます。そして，そのお母さんは刑務所へ入れられてしまいました。岡田さんはこんなことを２
度とあってはいけないと強く言っています。ぜひ家族の命を，家族みんなで守ろう，特に子どもを不幸にさせちゃい
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けない，これを岡田さんはいつもおっしゃっています。えー，こういう形で成年男子は戦場に行きます。残るのは，
女性，お年寄りと子どもたち。まず女性はどうしたのかというと，こんな形で竹やり訓練ですね。こんな形で竹やり
訓練をしていました。憎き鬼畜米兵を相手に竹やり訓練を行っていました。竹で応戦しようとしてたわけですね。ご
存知の方も多いと思います。それから空襲が 20 年になると本格化しますので，空襲による火災の防火訓練ですね。火
災を消す訓練をしていました。そして，子どもたちは何をしていたのでしょう。ご存知の方は多いと思いますが「勤
労奉仕」をさせられておりました。学校に行かず，軍事工場や構成工場や農家へ行ってですね，作業をさせられてお
りました。これは広島県立広島南高校のHPにアップしていたものなので，広島南高校の子どもたちはおそらくですね，
広島のこの，南側というのは軍事工場が集まっています。三菱の工場なんですね。なのでそこらへんで働かされてい
たのではないかと思います。それからますだ，当時は東洋工場と呼ばれていたんですけども，マツダの工場はここら
辺にあります。ので，マツダで働かされていたのではないかと思います。えー，なのでこういう形で，いろいろな形
で働かされていました。もうひとつ。建物疎開作業をしていた子どもたちもいます。これ，全国ではないんですけども，
長崎では行われていないようです。広島では行われておりました。建物疎開作業と申しまして，建物を壊して，日よ
け地を作る取り組みです。空襲が激しくなってきまして，少しでもその影響を食い止めるために防火台，日よけ地を
作る取り組みを大都市を中心に行いました。広島でも第６次まで，６回に分けて行われました。子どもたちはどこに写っ
ているかといいますとここにいます（写真を指差しながら）。これはだれかといいますと，大人なんですけども。戦争
に行っていない大人たちです。ですからお年寄りですとか，女性とか，あとは戦争に行かなかった男性たちです。そ
して子どもたちは，その後片付けとして，その残骸を片付ける作業をしておりました。1945 年８月６日，この広島市
内でもだいぶたくさんの，場所で，いたるところで建物疎開作業が行われておりました爆心地から 600 メートルあた
りのところでも行われておりました。その子どもたちはどうなったのか。どうなったでしょう。想像できますか。即
死です。あとで詳しくお話ししますけども，たくさんの子どもたちがこの疎開作業のせいで亡くなっています。あと
で詳しくお話ししたいと思います。んで，建物疎開作業とか軍事工場の作業は，中学校１，２年生が主でございました。
あと動けるのは小学生です。小学生はといいますと，１，２年生は親元にいられました。でも，３年生から６年生にな
ると疎開と言って強制的に避難させられます。岡田さんについては集団疎開ではなくて，縁故疎開になりました。岡
田さんの知り合いがこの，地図の赤いところ，このちょっともう少し西側なんですが，廿日市という町がありまして，
その廿日市というところにおばあさまが住んでおられていたもんですから，そこに岡田さんだけ疎開をいたしました。
通常の子どもたちはご縁がないですね，身内が地方にいない場合には集団疎開ということになっておりました。
　で，８月の５日の話しになります。実は８月の６日，大きな出来事があります。岡田さんは，いとこのお兄ちゃん
を広島駅まで送りに行きます。ちなみに学童疎開というのはこういうものですね（パワーポイントで写真提示）。で，
見送りに行きます。なんで送りに行くかというと，いとこのお兄ちゃんに先ほどの赤紙が来ました。岡田さんも自分
でおっしゃっていますが自分は軍国少女であるとおっしゃっていました。その当時は，兵隊に入ることは素晴らしい，
兵隊さんは一生懸命がんばっている，兵隊さんが偉い，というようなですね，軍事教育が，いろいろな組織を通じて
実施されていました。学校だけじゃありません。例えば隣組とか，それから婦人会とか，いろいろな組織を通じて行
われていました。てなもんですから大人から子どもまで，ご存知の通り，徹底されていたわけですね。ですからみん
な喜ぶのも当たり前っちゃ当たり前かもしれません。で，その，岡田さんは大好きだったいとこのお兄ちゃんの出征
を見送るために広島駅に行きます。（掲示した地図を指しながら）広島駅はちょうどここになります。先ほど申しあげ
たとおりです。そして，いとこのお兄ちゃんの出征を見送った後，８月５日の夜が今度はこの赤いところ（掲示した
地図を指しながら），岡田さんがご自宅で８月６日の朝を迎えることになります。５日の夜は縁故疎開先にいったん戻
らずにこのご自宅に帰りました。もし，縁故疎開先に８月５日帰っていたら岡田さんは原子爆弾に会わなかったかも
しれないんですね。非常に，あの，辛い宿命運命ですよね。ご自宅に帰ってしまったがために原子爆弾にあってしまっ
たということになります。
　で，その８月５日の夜から６日の朝にかけてなんですが，広島はとてもたくさん爆撃機が飛んでまいりました。な
ので空襲警報がずっと鳴ったままの状態です。ですので夜中じゅうずっと防空壕に入っているような状態で，ものす
ごく朝眠い，眠かったって言っておることが岡田さんにはあったそうです。そしてようやくですね，７時 30 分くらい
に空襲警報が解除になりますので，ちょうど８月６日ってのは月曜日だったんですね。1945 年の８月６日。とても暑
い夏の朝だったそうです。ですんで，月曜日ですからみなさんの日常が，日曜日が休みで月曜日は働きに出てきます
から，皆さんの日常が戻りつつある，そんなバタバタしている中だったんですね，みなさんが仕事場へ行く，学校へ
行く，作業先へ行くというような動きの中で，原子爆弾が投下されたことになります。まず動き出したのは４歳年上
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のお姉さんです。４歳年上のお姉さんは，年齢的に女学生ですから，建物疎開先に向かいます。元気よく「行ってき
ます」って岡田さんに言ったそうです。そして，爆心地からおよそ 800mはなれたところで作業をしておりました。
その作業中に被曝しました。おそらく，低い建物しかない時代ですから，おそらく直撃を受けているはずです。でも
それっきり，岡田さんのお姉さんは，亡くなったのか，生きているのか，それも分かりません。遺骨も見つかりません。
何も分からないんです。おそらく，岡田さんより４歳年上ですから，多感な時期で，夢や希望をたくさん持っていた
に違いありません。やりたいこともたくさんあったでしょう。もしかしたら好きな人もいたかもしれません。でもそ
んなお姉さん，まったく罪はありません。子どもには罪はありません。でもたった一発の原子爆弾によって全て奪わ
れてしまいました。岡田さんのお姉さんだけではありません。建物疎開作業で亡くなった子どもたちがたくさんいます。
　８月６日，8500 名くらいの子どもたちが建物疎開作業に従事していたといわれています。そのうちなんと 6300 名
の子どもが，たった一発の原子爆弾で夢や希望を，そして命を奪われることになりました。こんな大やけどをしたり
しているんですね（パワーポイントで写真を提示しながら）。これは資料館の中に実際にある遺品の一部です。これは
レプリカではなく本物です。岡田さんはこの本物の遺品をしっかり見て欲しいといつもおっしゃっています。ぜひ広
島に来てこの遺品に触れてください。もし来れないのであれば資料館のホームページをご覧ください。資料館のホー
ムページには遺品一つ一つが説明と共に書かれています。遺品一つ一つに一人一人の想いがあります。それをぜひ感
じ取っていただければというふうに思います。
　さて，岡田さんの話に話を戻しましょう。岡田さんのお姉さんの話は今しました。で今度は岡田さんと残るご家族
ではお母さん，そして二人の弟さん，お父さまは高校の先生で高校にも行ってましたので，動員先に行ってました。
高校ではなく動員先に行ってました。で，残ったのが岡田さんと二人の弟さんとお母さん。４人で朝食を取っており
ました。ちょうどそのとき，すごくきらきら光った飛行機が広島上空にあらわれたんですね。それを見て二人の弟さ
んは「あっ，日本の飛行機だ」そう思って縁側の方へ，外へ飛び出していきました。そしてそのあと追うようにして
岡田さんも居間の方に出ようとして，その光ったものを見た瞬間に「ピカッ」と光線のような閃光のようなものが光っ
たと記憶しているそうです。でも，そのあと記憶がしばらくありません。ものすごい爆風，先ほど申しあげた秒速
440mという爆風が吹いたことで，遠くまで吹き飛ばされてしまったので気を失ってしまいました。で，そのきらき
ら光ったものというのが，これだったんですね（パワーポイントで写真を提示しながら）。日本の爆撃機ではなくてエ
ノラ・ゲイ，B29 です。B29 とわかっているんですね。原子爆弾を搭載していたということなんです。実はこれを見
ていたんですね。そして岡田さんしばらくすると，息を吹き返すといいますか，気を失ったんですが，取り戻します。
そうするとあたり一面周りは建物は倒れたり傾いたりしていたので，これで初めて自分のうちだけじゃなくて周りみ
んなもやられてしまったんだなということを知ります。そのうちに，至るところで火災が起きます。熱戦による火災
ですね。当時は木造建物が多かったです。今も多いですが，当時はもっと多かったので，どんどんどんどん燃えてい
きます。なので火事が迫ってまいりました。そこで岡田さんたち家族は，「東練兵場」というところに逃げます。ここ
です，この白いところ（掲示してある地図を指しながら）。お家からすぐそばではありますけれども，東練兵場という，
兵隊さんが普段練習をする場所，広大な土地がございました。そこへ避難をしていきます。周辺で何とか生き残った
みなさんはですね，その東練兵場に向けてぞろぞろぞろぞろと，こんな形で（パワーポイントの写真提示）避難をし
ていきます。皮膚が火傷によって垂れ下がっている人，髪の毛が逆立っている人，内臓がもう外へ飛び出してしまっ
ているような人。でもみんな必死になって避難をしていきます。でもそんな中で，残念ながら命絶える人も少なくあ
りません。ちょっと衝撃的な写真で恐縮ですけども，岡田さんはこんな形で（パワーポイントの写真を提示）目の玉
やはらわたが出ている状態で亡くなっている人を見ました。それから横たわって死んでいるような防火水槽。防火水
槽は分かりますかね？さっきバケツリレーの話をしましたよね。バケツリレーをするためにためておく水です。そう
すると分かりやすいですね。その防火水槽に水がありますんで，そこに沢山の被爆者が頭を突っ込んで水を飲もうと
するんですけれども，そこで息が絶えて，頭を突っ込んだ状態でたくさんの人が亡くなっている。そんな姿をたくさ
ん岡田さんは見ています。見るに堪えない光景だったということがわかります。
　そして岡田さんが一番悲しくなることがあります。思い出すと悲しくなることがあります。それは，火の海の中で，
「おかあちゃん，おかあちゃん，おかあちゃん，おかあちゃん」そんなふうに叫びながら親を探す子どもの姿です。ま
だそうやって探せている子どもはいい方なんですね。でも探せない子どももいます。そんなふうに一生懸命声を出して，
探している子どもの横で，４歳くらいの子どもが目の玉が飛び出した状態で炭になって亡くなっていました。それか
らゲートルを足に巻いた中学生の男の子が「帰りたい，帰りたい」とそんなふうに小さい声で一生懸命叫んでいます。
でも，息絶えてしまいました。こんな悲しい光景を岡田さんは目にして，今も思い出したくないとおっしゃっています。
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広島は３日間燃え続けたと言われていますね。ずっと燃え続けたっていうよりは，だんだんだんだん火は収まってい
くんですけども，くすぶっていたのを含めると３日間だと言われています。で，当初はこんな感じだったと言われて
います（パワーポイントで写真を提示しながら）。こういう火事嵐の状態です。雷の逆ですね。雷は上から落ちますよ
ね。火事嵐は下からドーンと突きあがる状態です。上昇気流が発生するので，それでどんどんどんどん燃えるものが
中に入り込んでいく，空気が中に押し込まれていくのでこういう火事嵐ってのが起きるそうです。こういう状態の中
を多くの被爆者は逃げていたということになります。で，岡田さんはですね，被曝した後その東練兵場へ逃げます。
逃げた後，放射線障害に襲われるんですね。最初の頃から髪の毛が抜けたり，口から鼻からどす黒いようなものを何
度も吐き出したりしていました。それがさらにですね，激しくなるんですね。脱毛が激しくなってこのお子さんのよ
うにですね（パワーポイントで写真を提示しながら），髪の毛がかなりなくなったとおっしゃっていました。それから
歯ぐきからの出血も，ということで急性障害がかなりひどくなりました。とにかく気だるくってしょうがないんですね。
広島弁では気だるいことを「たいぎい」と言います。なので「たいぎい，たいぎい」といつもいつも言ってました。
でも満足にお薬もありませんので結局のところ横になるしか方法はなかったんですね。
　岡田さんは子どものことにこだわっています。多くの罪のない子どもたちが亡くなっていったこと，そして罪のな
い子どもたちが不幸になったことに対してもすごく憤っておられます。それがこの原爆孤児という存在です。先ほど
申しあげたように，集団疎開・縁故疎開によって多くの子どもたち，原子爆弾の直撃は免れました。広島にその時い
なかったわけですからね。避難していました。で，戦争が終わることになると，「広島に戻りんさい」と言われて子ど
もたちは広島に帰っていきます。でも，不幸が待っているわけですね。親はどこにいるか分かりません。生きてるか
亡くなっているかも分かりません。お家もありません。お金もありません。暮らしていく術を全て失ってしまいました。
そういう子どもたちを，独りぼっちになる子どもたちを原爆孤児と呼びます。いろんな説がありますけれども，5500
名くらいいたんではないかというふうに言われております。もちろんサポートする施設はたくさん，たくさんではな
いです，サポートする施設はあったんですけども，やっぱり，サポートしきれなかったわけなので多くの子どもたち
がこのように路上で暮らすことになりました。煙草の吸殻を巻きなおして，吸殻を拾ってきて巻きなおして売ったり
とか靴磨きをしたりとか，物乞いをしたりして一生懸命暮らしていました。でも，その原爆孤児，先ほどから繰り返
していますが，子どもです。罪はありません。なんでこんなに不幸にならなきゃいけないんでしょう。そのことを岡
田さんはすごく許せないとおっしゃいます。私も許せないです。命が助かったわけです。これから一生懸命楽しく暮
らせる，遊びもたくさんできる，一生懸命出来る，勉強も一生懸命出来る，きっとそんなふうに胸をふくらましてい
たはずです。ところが，こんな不幸が待っていたんですね。きっと夢や希望や，お父さんとお母さんとねんねするとか，
お父さんと遊ぶとかお母さんと遊ぶとか，いろんな夢や希望を持っていたはずです。でもたった一発の原子爆弾によっ
て，打ち砕かれてしまったんですね。とても悲しい現実です。
　岡田さんの場合は，後障害，急性障害の症状がひどくなっていきましたけども，そのあと何とか急性障害を乗り切っ
ています。でも，そのあと後障害が待っています。昭和 32 年，国はそれぞれの被爆者に「あなたはどういう病気，原
爆との因果関係がありますよ」ということを伝えていきます。なぜならば，原爆医療法という法律ができたからです。
昭和 32 年まで被爆者をサポートする法律は全くありませんでした。それをよく「空白の 10 年」といいます。もう少
し被爆者がもう少しそういうサポートが早く進んで始まっていれば，長くいきた人もいるかもしれないねぇ，とたく
さんの被爆者が嘆いています。で，先ほど申しあげたように被爆者医療法ができたもんですから，国から岡田さんは「再
生不良貧血症」と言われました。血が少ない状態なので，あまり激しい運動をしないようにしなさいよ，というふう
に言われました。そのあと，癌との戦いをすることになりました。胃がんを患います。そして今もその放射線障害と
闘い続けています。繰り返しになりますけども，被爆者は，明日もしかしたら命絶えるかもしれない，明日，後障害
がひどくなるかもしれない。そんな中を意地になっていらしています。それは私もそうですし，被爆者も強く訴えて
いることだと思います。

○まとめ（岡田さんが伝えたいこと，楢原さんが伝えたいこと）（6分 38秒（10.7％），2,119 文字（12.9％））
楢原さん：時間が迫っていたのでそろそろまとめに入りましょう。もう一度岡田さんをご覧いただきます。今日はこ
の方のお話をしてまいりました。最後に岡田さんからも皆さんに訴えたい事，そして私が訴えたいことを申し上げて
伝承講話を終えたいと思います。まず岡田さんが訴えたい事。子どもに三度このような悲劇を味あわせたくない。い
ろんな悲劇がありました。生きることも悲劇かもしれません。亡くなることはもちろん悲劇です。いろんな悲劇があ
りました。そんなことを絶対味あわせたくない，何度も申し上げてきたことです。家族がぜひ家族の命をみんな，家
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族みんな守ってほしい。これも岡田さんが言っていたことです。何度も申し上げてきました。３つ目は出てこなかっ
たことです。ノーが言えないのが戦争。ノーが言える人間になってほしいと岡田さんは言っています。なぜかと言い
ますと，当時は泣き言をいうのが許されない時代です。先ほど白木の箱の話しをしましたですね。ですので言いたい
ことが言えない時代だということです。岡田さんはノー，断ることが出来る，言えない時代が戦争なんだよと。だか
らノーが言える人になってほしい，そういう時代であってほしいと願っています。最後。書くが一発でもあれば平和
にはならない。特に子どもの犠牲をなくすには，核戦争をなくすしかない。子どもさんの犠牲をなくしたいと岡田さ
んは強く訴えています。そのためには核をゼロにするしかない。そしてもう一つ加えます。被爆者全員とは言いませ
んが，多くの被爆者が願っていることがあります。それは，自分が亡くなるまでに核をなくしたいということです。
自分が亡くなって，「あっ，平和な状態になってなくなった，核がゼロになって」というのが願いだとおっしゃってい
ます。
　最後，私からも少し話させてください。一つ目，まず，原子爆弾は 70 年前，たった 70 年前ですね，に起きた，あっ，
71 年前ですね，に起きたとても恐ろしい事実だということです。この間テレビで高校生ぐらいの生徒さんが取材を受
けていまして，「原爆って知ってますか」って聞いたら「何それ，知りません」と。「日本に落とされたんですよ」「えっ，
日本に落とされたんですか？」って答えてました。とても悲しくなりました。そういう子どもさんを一人でも減らし
たいと思いますね。でもそれもまた現実なんですよね。わかってはいましたけども現実です。それも事実なんです。
それをぜひ訴えたいと思います。そして今も多くの被爆者，何度も繰り返しますが，多くの被曝者が苦しみながら暮
らしています。心の不安，体の不安，社会的な不安，いろんな不安と闘い続けています。３つ目は岡田さんがおっしゃっ
ていたことです。最後４つ目です。少しでもかまいません。些細なことでも結構です。皆さんにできることをぜひ取
り組んでください。「中高生平和大使」というものがあります。主に長崎・広島の中高生を中心に平和活動をしていこ
うという人たちを選んで，最近は東日本大震災の被災地でボランティアをしております。で，署名を集めてですね，ジュ
ネ―ブ，国連本部に送ったりだとかしているんですね。そのある，長崎の平和大使の女の子がこう言っていました。「私
たちの力は微力ではあるけれども，無力ではない」こう言っておられました。私すごくこの言葉が好きになりました。
一人一人の力はそんなに大きくないかもしれません。でも決して無力じゃないんですね。やることに意味がないなん
てことはないんですね。やることに意味って必ずあるんです。なので，小さなことで全然かまわないので，お友達とか，
親御さんとか，何かしらのコネクション，関わりのある方に，ぜひ今日のことを伝えていただければと思いますし，
何かしら活動に関わっていただければ，この上ない幸せでございます。はい，ご清聴頂きまして，どうもありがとう
ございました。これで終わりにしたいと思います。ありがとうございました。
　それで，いろいろと資料をですね，今日広島から持ってまいりました。行かれた方は受け取ったことがあると思い
ますけど，行かれた方がおそらくあまり多くないんじゃないかと思いまして，資料をいろいろ用意してまいりました
ので，これであのぜひ，こんなところにこんな施設があるんだなあ，なんていう風に思っていただければと思うのと，
ぜひ今後広島に行かれるっていう際にご参考になさってください。これはかなり良い資料です。被爆の実相も分かり
ます。それから，被爆建物がどこにあるのか，よくわかる資料もあります。それから，ごめんなさいのチラシも入れ
ておきました。今，資料館が半分閉まっておりまして，大変ご迷惑をおかけしております。その資料と，あと一つ，
若いクリエイターたちが頑張ってですね，８月３日から８日まで，これ横浜でやるので，みなさん来られるのは難し
いかもしれないですけど，インターネット灯篭流しをやったりする企画もあるので，部分的なご参加も頂けるかと思
います。えー，若い人たちであっても，一生懸命こうやって伝えようという人たちもいますので，ぜひそういう存在
にも目を向けていただければと思います。
　以上でございます。本当にありがとうございました。

【佐藤直子氏による長崎市「家族証言者」講話】（49分 56秒，11,300 文字）
１．自己紹介（1分 37秒（3.2％），500文字（4.4％））
佐藤さん：みなさん，こんにちは。私は，父の被爆体験を話すために長崎から来ました。佐藤直子と申します。えー，
私は，秋田は初めて来ました。長崎から昨日６時間かけて，飛行機の直通便がないので，６時間かけて，昨日，秋田
入りしました。長崎は梅雨明けをして，もう連日 33℃という気温が続いていて，雨も降らずにもうカラカラなんです
けれども，東北なので秋田はきっと涼しいだろうなと思って，昨日入りましたけれど，結構湿気も多く，あの，暑くて，
暑さを私が連れてきちゃったのかなという感じなんですけれども，あの，今日は，父の話をします。
　先ほども楢原さんがみなさんに聞いたと思いますけれども，私も聞かせてください。この中で長崎に行ったことが
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ある方。（挙手を促す）ありがとうございます。その中で，原爆資料館に行ったことがある方。（挙手を促す）おー，
ありがとうございます。もっといないかなと思って，ちょっと安心しました。私は先ほど被爆２世と言いましたけれ
ども，被爆２世って，どういう人のことを言うのか，知ってますか。両親のうちのどちらかが被爆者であれば，その
子供のことを，被爆２世と言います。私は，父が被爆者です。それで被爆２世と言います。

２．長崎市に投下された原爆被害の概要（3分 58秒（7.9％），845文字（7.5％））
　父の被爆体験をお話しする前に，まずは，長崎に投下された原子爆弾について説明したいと思います。先ほどもみ
なさんに聞いておりましたけれども，1945 年，昭和 20 年８月６日，午前８時 15 分に，まず一発目の原子爆弾が，広
島の方に落とされました。それから３日後の，８月９日午前 11 時２分，２個目の爆弾が，米軍の B29 によって，長
崎に投下されました。えー，地上から 500mで爆発した，長崎の原子爆弾ですけれども，そこで火の玉になりました。
その時の明るさは，えー，太陽の，100 倍もあったと言われています。そしてこの中心部分の温度は，数百万度，想
像もつかない温度だったと言われています。そして，この火の玉からは，猛烈な爆風，熱線，放射線が発生しました。
えー，この爆風ですけれども，１km離れた建物，それも分厚い鉄筋コンクリート以外のものはすべて，壊れてしまい
ました。そして，中心地から２km離れたところでも，巨大な台風並みの，猛烈な風が吹きました。そのくらい強い爆
風だったために，爆心地近くの学校や工場や病院は，全て壊れて，そこで働いていた職員や，生徒，動員された学徒
動員の学生さんなど，ほとんどが亡くなってしまいました。
　熱線ですけれども，原子爆弾からできた火の玉の真下の地上温度は，3,000℃～ 4,000℃あったと言われています。
爆心地から 3.5km以内にある，建物や木々は，真っ黒焦げになってしまいました。人間もやけどを負いました。そして，
その後発生した火災は，長崎市の３分の１を焼き尽くしてしまいました。
　えー，そして放射線ですが，原子爆弾の放射線は，人間の体の細胞を破壊して，大勢の人を死亡させました。また，
生き残った人も，様々な病気で，今も苦しめられています。この一発の原子爆弾で，およそ７万 4000 人が亡くなって，
およそ７万 5000 人が，ケガをしました。当時長崎市の人口が 21 万人でしたので，その３人に２人が，亡くなったか，
ケガをしたことになります。このように原子爆弾は，普通の爆弾とは違って，想像を絶する，恐ろしい爆弾だったと
いうことが，これでわかると思います。

３．父池田早苗氏の紹介（4分 00秒（8.0％），903文字（8.0％））
　それでは，私の父，池田早苗を紹介します。父は現在，83 歳です。30 年ほど前から，自分の被爆体験を話す，語り
部をしています。長崎の学生とか，長崎に修学旅行に来られる学生さんなどに，お話をしています。多い時には１日
に３校，年間で 100 校近くの学生さんに，お話をしています。原爆が落とされた当時，父は 12 歳，西浦上国民学校高
等科の１年生，今でいう中学１年生の時でした。
　これは，その当時の長崎市の地図です。原子爆弾は，ここに長崎駅がありますが，ここから北に２km半ほど離れた，
松山町というところに落とされました。ここは今，爆心地公園になっています。父が住んでいた家は，この爆心地から，
北に 800mほど離れたところにありました。父は，母親と一緒に買い出しに行く途中，被爆しました。そこは，爆心
地から２kmほど離れたところにあります。ここで，被爆しました。
　この写真は，アメリカ軍が飛行機から撮った，原爆を落とす前と後の写真です。父の住んでいた家は，爆心地から
こんなに近い距離にありました。原爆が落とされる前は，たくさんの家や，学校などが建っているんですけれども，
そして，山や木々の緑などが黒く映っています。ところが，原爆が落とされた後というのはもう，たくさんの建物の
形というのはなくなってしまい，緑も山の陰になっている部分だけが，黒くなって残っている状態です。これは原爆
の爆風や熱線によって，全てが焼き尽くされて灰になってしまったので，それが白く映っています。父の住んでいた
家の周りも，真っ白に変わっています。
　父は当時その自宅に，両親と，５人の兄弟と一緒に，８人で暮らしていました。学徒動員として，三菱兵器大橋工
場に行っていた 14 歳の姉，そして２番目が父です。そして，小学校４年生の妹，小学校２年生の弟，６歳の妹，３歳
の弟が居ました。その兄弟全員が，原爆が落とされてから 10 日間の間に，次々に亡くなっていきました。そのお話を，
いまから紙芝居で見ていただこうと思います。
　今から見ていただく紙芝居は，文章は父が書いた体験記を抜粋したものに，私が少し手を加えたものです。絵の方は，
長崎の漫画家の方に書いていただきました。それでは，紙芝居をご覧ください。
（準備…0：50）
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４．紙芝居「原爆でみんな死んでいった　池田早苗さんの証言から」（番号は紙芝居のページに該当）
　　（13分 20秒（33.4％），2,572 文字（22.8％））
①　『原爆でみんな死んでいった』～父　池田早苗の証言から～
②�　私が 12 歳の時，母と買い出しに行く途中，爆心地から２km，今の小江原町で被爆しました。B29 の爆音がした
ので，空を見上げて，飛行機を探しましたが，薄い雲がかかり，見つけることができませんでした。
③�　その直後，緑の濃い光が私の目に突き刺さり，その瞬間，意識を失いました。
④�　気が付いた時には，大きな木の根元にしがみついて，ガタガタと震えていました。母は爆風で吹き飛ばされてい
ましたが，大したけがはありませんでした。私は右腕にやけどを負い，血がにじんでいました。私たちは，自分た
ちの上にだけ，すごい爆弾が落ちたとばかり思い，買い出しの農家の方へと，必死で逃げていきました。黒い雲が
空を覆い，太陽の光は見えなくなりました。
⑤�　急いで買い出しを済ませて帰宅する途中，全身真っ黒焦げの人間が近づいてきました。その男性は，目と歯だけ
が白く，ふらふらと歩いて私たちに近づき，母が持っていた，水の入った瓶を見て手を伸ばし，その水を飲ませて
くれという仕草をしました。母が水を飲ませますと，その人が，「長崎は全滅した。」と言いました。母が，「おじさ
ん，それは爆弾が何個も一度に落ちてきたのですか。」と聞くと，「すごい爆弾が一発だけ，頭の上に落ちてきた。
そして，たくさんの人が，真っ黒焦げになって死んでいる。たくさんの人が，今にも死にそうな悲鳴を上げて苦し
んでいる。」と言いました。
⑥�　母は，家に残してきた５人の子が心配になり，途中で歩けなくなりました。私一人で急いで帰宅すると，爆心地
から 800mの家は，バラバラに壊れていました。父が一足先に，職場の長崎県庁から帰宅して，兄弟たちを助け出
していました。家の近くの畑の真ん中に，畳を２枚敷き，その上に兄弟たちを寝かせていましたが，一番下の６歳
の妹が居ません。姉に尋ねると，直前に家の外に遊びに出たので，近くで死んでいるに違いないと言います。
⑦�　私は，家の近くの幅１mくらいの溝の中に，たくさんの人たちが死んでいる中から，背格好だけで，全身真っ黒
焦げの妹を見つけ出しました。顔も頭も，全身が真っ黒焦げです。姉に妹の服の色を聞くと，暑かったので，上半
身裸で，小さな花柄のパンツだけを履いていたと言います。唯一残っていたパンツのゴムひもの内側を見てみると，
小さな花模様が，２，３個ついていました。原爆は，人間の顔も分からないほど，真っ黒こげにして，焼き殺してし
まったのです。
⑧�　野宿生活が１週間過ぎた日に，一番下の３歳の弟が死にました。母は，子どもたちの死のショックで寝込んでし
まいました。父は，生き残った兄弟の看病で，手が離せません。父は私に，「死んだ弟を，１人で火葬してきてくれ
ないか。」と言いました。12 歳の私が，１人で火葬しなければなりませんでした。小さな木片を集め，最後に柱を
引きずり積み上げ，その上に畳のござに巻いた弟を乗せて，下から火をつけます。弟は，関節の音をグシグシと立
てて，火の中に消えていきます。手を合わせて，弟に最後の言葉を，「さよなら。」と言ってあげました。燃え上が
る真っ赤な炎が夕日と重なり合って，私の流れ落ちる涙を，赤く染めました。この弟は，太平洋戦争が始まった真
珠湾攻撃の夜に生まれ，終戦の次の日に死にました。この３歳の弟は，平和な日を１日も生きることができなかった，
かわいそうな弟でした。父は，私が戻ってきたときの，あまりにも悲しい姿を見たからなのか，その後の弟，妹，
姉の火葬には，立ち会わせませんでした。
⑨�　翌 17 日には８歳の弟が死に，次の 18 日には 10 歳の妹が死にました。毎日毎日，１人ずつ死んでいきます。最
後に１人生き残っていた，14 歳の姉も，次の 19 日に死んで行きます。
⑩�　両親がいない午後でした。姉の死の直前，すぐ横の池に，動くものが見えました。それは，赤とんぼでした。赤
とんぼは，池の真ん中の棒にとまりました。新型爆弾が落とされ，人間も，動物も，昆虫も，植物さえも，すべて
の生き物が全部焼き尽くされてしまったのに，どこからともなく飛んできた生き物を久しぶりに見たとき，生き残っ
ている姉と両親，私は生きられるのだと思いました。
⑪�　池に入り，そっと赤とんぼに近づこうとしているとき，姉が私を呼びました。池から上がり，「姉ちゃん何？」と
いうと，姉は手と足がしびれるからさすってくれと言います。姉だけは生きてくれると思い，手と足を一生懸命さすっ
てやりました。そのとき，私の手にざらっと触るものがありました。ガラスの破片が刺さっていたのです。そして，
無数のどす黒い斑点が出ています。今度の新型爆弾は悪いガスを出したから，それを吸うと斑点が体に出て，そし
て死んでしまうのだと聞いていました。
⑫�　戦争が終わったことを知らない姉は突然，「日本は戦争に勝っているね。」と尋ねました。私が「うん。」と答える
と，姉はいきなり立ち上がり，両手を挙げて，「天皇陛下，万歳。」と言って，倒れて死んでしまいました。姉は，
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女子挺身隊として，兵器工場で働いていたので，14 歳の女の子が，戦死となりました。
⑬�　母はその年の 12 月に倒れ，髪の毛が抜け，寝たり起きたりの生活になりました。父は１年後，両目が見えなくな
り，県庁を退職しました。私は，一家の生活を支えなければならなくなり，旧制中学校を２年で中退し，働きに出
ました。その後，長崎県庁で働きながら，新制夜間高校に４年間欠席することなく通い，卒業しました。
⑭�　母は，被爆して 10 年後に，原爆症が悪化し，寝たきりとなりました。母は大事に生み育てた子供を５人も奪われ，
1955 年，昭和 30 年６月９日，49 歳の若さで死にました。今度は私が発病し，耳の手術をしましたが，いまだに片
方の耳は聞こえません。
⑮�　父は母の死後まもなく，高血圧のため倒れ，半身まひとなり，1957 年，昭和 32 年 12 月 25 日に，原爆症で死に
ました。65 歳でした。
⑯�　私は 44 歳の時，単身赴任先から自宅に帰る途中，突然倒れ，救急病院に運ばれました。くも膜下出血でした。そ
の後も食道の腫瘍や，胃がんの手術をしたり，常に体に不安を抱えながら生きてきました。戦争が憎い。原爆が憎い。
核兵器が憎い。私は今，被爆の体験を若い人たちに語り継ぐ，証言活動を続けています。核廃絶を求めるには，長
い年月が必要です。私は生き証人として，核兵器廃絶と，平和のために，生き続けていきます。

５．紙芝居の補足（3分 50秒（7.7％），1,010 文字（8.9％））
佐藤さん：紙芝居を見ていただきました。紙芝居にあったように６歳の妹は真っ黒焦げになって即死。戦争が終わっ
た８月 15 日の翌日から毎日一人ずつ亡くなって，４日後の８月 19 日には兄弟全員が亡くなってしまいました。その
後 10 年経って母親が，そしてその２年後に父親が亡くなって，私の父はとうとう一人ぼっちになってしまいました。
　父はその当時までの写真をすべて原爆で失って，なくしてしまってありません。父の子どものころの顔や父の亡く
なった兄弟たちの顔も全く私は分かりません。私は写真がどこかに残っていないか，その父の兄弟たちが通っていた
小学校のほうにちょっと尋ねてみました。すると，長崎には 34 年前に長崎大水害というのがありまして，ここの学校
はその被害を大きく受けましたのでその時にそのころの集合写真とかいうもの全部流されてしまってもうないという
ことで，すごくがっかりしました。ところが，この「戦災死亡児童調」という書類が見つかりました。これは戦後半
年ほど経った，ここの学校がその当時通っていた子どもたちが戦争によってどうゆうふうな亡くなりかたをしたかと
いうものを保護者の方に書類を配って書いてもらって提出してもらったアンケートみたいなもの，まとめたものです。
祖父はこのとき小学校４年生のタキと２年生の陽恵（ようじ）の２枚分を提出しています。これが４年生のタキにつ
いての報告書になります。何が書かれているのかというものをちょっと読んでみたいと思います。
　８月９日，兄弟５人家の中にいて昼食の用意をしていたとき，爆弾が落ちて家の下敷きになりましたが，姉に助け
られ家から逃げて溝の中に隠れました。頭と顔に木片やガラスが刺さり，また火傷をしていましたので一時は仮死の
状態でした。しかし，溝から這い出して姉と弟と３人畑の中に寝ていました。そこに父が日暮れに帰り，助けました。
そして，８月 18 日午後２時「お父さんさよなら」と言って死亡しました。山里学校で一回手当を受けました。
　というふうにここには書かれています。父が，私の父がまだ子どもだったのでその時の記憶っていうのはあまり残っ
ていないのですけれども，これはもう大人であるおじいちゃんが書いているものなので，すごく分かりやすく書かれ
ています。祖父は原爆によって，紙芝居にもあったように全盲になってしまいました。このころだいぶもう目が見え
なくなってきているので，書いている字が斜めになっているのが分かるかと思います。

６．戦後の暮らし（11分 48秒（23.6％），3,185 文字（28.2％））
　私が父の語り部を引き継ごうと思ったころ，父から「これに全部書かれているからこれを読めばすべてが分かるから」
と言って渡された冊子です。この冊子は一橋大学の濱谷先生 っていらっしゃるんですけれども，その先生のゼミの生
徒さんが 15 年に渡ってリレー形式で父に聞き取りをして，まとめられたものです。私はこの活動を始めるまで，ほと
んど父からまともに父の体験というものを聞いたことがありませんでした。父もなんかこうニュースとかで原爆の話
が出たときに「お父さんはこうだったんだよ」と断片的に話すことはありました。父と同じようにほとんどの被爆者
というものは，自分の子どもには話していないっていうのが現状です。ですので，たぶん会場のみなさんは私が子ど
もなのできっと全部体験は知っているよなというふうに思われるかもしれませんが，ほんとにこの４年ぐらい前まで
はほとんど知らない状態で大人になってしまいました。そしてこの冊子を読んでみると私の初めて知ることばかりが
書かれていました。そして，父にとって辛くて苦しい戦後の暮らしがたくさん書かれていました。その中のいくつか
を今からお話ししたいと思います。
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　この写真は，終戦から６年くらい経ったころの写真です。父が 18 歳くらいの写真だと思います。たぶん夜間高校に
通っていたころの写真です。祖父と祖母の写真はこれしか私は見たことがありません。このころの祖父の目は全く見
えていません。母親も寝たり起きたりでしたけれども，立って写っているのでまだ寝たきりにはなっていないですね。
このあと祖母は原爆症がひどくなって寝たきりになってしまいます。このころもとても貧乏だったんですけれども，
父が一番辛い時期を過ごすことになります。父は仕事に行きながら両親の介護もしなければなりませんでした。朝暗
いうちに起きて少し，１キロほど離れた川まで行って，その母親のおむつを洗ったりしていました。近くにも井戸と
かありますけれども，近所の方が生活用水として使っているのでそこでおむつを洗っているのはちょっと周りの人か
ら嫌がられるだろうなと思って川まで行っていたそうです。そして洗濯が終わって家に戻ってきてからは朝ごはんの
準備です。今のようにガスがあるわけではありません。薪から火を起こしてご飯を炊いていました。そして朝ごはん
だけでなくお昼用に両親に，両親が食べやすいように小さなおにぎりをたくさん作って仕事に出かけていたそうです。
そんな家庭の事情を知っていた職場の上司は始業時間に１時間遅れてもいいという特別な許可を出してくれていたそ
うです。仕事が終わると両親が待つ自宅へ急いで帰ってまた，晩ごはんの支度をしなければいけません。みなさんと
同じくらいの二十歳ぐらいですのでまだ遊びたい盛りですよね。たまにそんな暮らしが嫌になって同僚と一緒に遊び
に行くこともあったそうです。仕事が休みの日も毎日の家事に加えて今度は薪を取りに山に行かなければなりません
でした。とにかくこの時期が経済的にも肉体的にも一番辛かったというふうに書かれています。
　父はそれまで大きな病気もなく元気に過ごしていましたけれども，寝たきりの母親が亡くなった直後突然倒れて大
学病院に入院することになりました。そのとき看護婦として働いていた母，これたぶん新婚のころだと思うんですけど，
（写真を指して）これが父で，右にいるのが母です。結婚しまして私と兄が生まれました。暮らしは安定していきまし
たけれども，父は何度も具合が悪くなって，入院することがありました。父はよく単身赴任で行っていることが多かっ
たんですけれども，その単身赴任するたびに入院していました。私はまだ幼稚園ぐらいだったので父が何で入院して
いるのか，母に聞きましたけれども，母もたぶん言っても分からないだろうということで「お父さんは単身赴任する
とちょっと具合が悪くなるのよねぇ」ぐらいで聞かされていました。それのずいぶん後になって分かりましたけれども，
原爆の後遺症で白血球が正常の人の半分になることが何回かあってそのたびに入院をしていたそうです。そして父は
右耳が全く聞こえません。私が子どものときに「どうしてお父さん右耳聞こえなくなったの」と聞いたことがあります。
父は「お父さんはねぇ，鼓膜が破れたから耳が聞こえないんだよ」というふうに言われました。まぁ子どもながらそ
のまま言葉通り受けて，つい最近まで私もその言葉通り受け取っていました。しかし，やはりそれも原爆の影響でした。
父は原爆によって右腕に火傷を負って，今もケロイドが残っている程度なんですけども，原爆が落ちてから数日経っ
て全くケガもしていないところがあちこち化膿を始めたそうです。父はやはり右耳がよく化膿を繰り返していて，生
活も貧乏でしたので病院に通うこともできずにずっとほったらかしにしてたみたいです。それが二十歳ぐらいになっ
て仕事をしている途中で急にぽくっと右耳が聞こえなくなって，ふらふらっとして倒れて入院してそこで初めて検査
をしてもらうと，もうすでに右耳の中の機能が壊れてしまって，もうこれは治らないというふうに言われたそうです。
このように，父は自分の病気が原爆によるものだということを子どもの私には全く話しませんでした。それはなぜか
というと，私も親になって分かりますけれども，そういう話を子どもにすると子どもは自分もいつか原爆の影響がで
るんではないかなと不安になるんではないかと思って，たぶん話さなかったのだろうと思います。確かに被爆 2世っ
ていうのは被爆者と同じようにもしかしたらいつか私たちにも原爆の後遺症というか影響が出るんではないかと常に
不安を持っています。私はこういう原爆のことについて知る前，こういう活動をする前は，あまり興味を持って原爆
のことを学んだりはしませんでしたので，そのころまではそんなに２世がそういう影響があるかもしれないとかそう
いうふうに考えたことがほんとになかったんですけれども，知れば知るほどなんかもしかしたら私たちにも出るかも
しれない，私たちの子ども３世にももしかしたら出るかもしれないっていう不安が今こうほんと出てきていて周りの
２世の方もそういうふうにおっしゃっています。
　この写真は，私が平和活動を始めた４年前の８月９日に撮った写真です。父と私の二人の息子と４人で撮ったもの
です。このころ上のお兄ちゃんが中学校１年生でした。ちょうど父が被爆した歳と同じ歳でした。もしこの子が父と
同じ体験をしていたらきっと耐えられなかっただろうなというふうに，置き換えて考えるようになって，それがきっ
かけとなって私はこの平和活動を始めるようになりました。そして父の隣にいるこの子が今小学校６年生になるんで
すけれども，よく周りの方から「おじいちゃんそっくりね」というふうに言われます。この子の誕生日が偶然にも長
崎に原爆が投下された８月９日なんです。よく家族の中ではこの子はもしかしたらじぃじぃの亡くなった兄弟の誰か
の生まれ変わりなのかもねというふうに話しています。この被爆３世である息子たちも私と一緒に平和活動に参加し
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てくれたりもしています。毎年８月 15 日に長崎では平和の，不戦の集いというがありますけども，今これは（写真を
指す）下の子が平和の朗読をしているところです。そして秋には市民平和大行進というのがありますけれども，これ
も私の父と一緒に行進しているところを撮った写真です。私は被爆２世として被爆者の想いを受け継いで，またこれ
からの時代を担う子どもたちの未来が平和であることを祈ってこれからもこういう家族証言を続けていきたいと思っ
て，たくさんの人たちにお話ししてまいりたいと思っています。ここまでが私の家族証言のお話でした。ちょっと時
間がオーバーしているんですけども大丈夫でしょうか。

７．現在行っている継承活動（8分 03秒（16.1％），2,285 文字（20.2％））
佐藤さん：ここからは，私が家族証言者の活動以外にやっている活動についてご紹介していきたいと思います。私は今，
主に３つの活動をしています。まずは４年前に，４年前の 2012 年から被爆体験を語り継ぐ「永遠の会」という被爆体
験記朗読ボランティアをしています。そしてこれも同じころからですけども「長崎被災協・被爆二世の会・長崎」の
会長を結成当時からやっております。そして今日みなさんに聞いていただいた家族証言者の語り部を２年ほど前から
行っています。その他にも私の父も所属している被爆者団体，「長崎被災協」の役員もやっています。そして８月９日
の祈念式典で長崎市長が読み上げる「平和宣言文」というものがありますけれども，その平和宣言文を考える起草委
員を去年からやっています。それではその一つ一つがどういう活動なのかをご紹介します。
　これは追悼平和祈念館の方で取り組んでいる朗読ボランティアの被爆体験を語り継ぐ「永遠（とわ）の会」です。
祈念館の中で定期朗読会そして観光客の方が多く来られますけれども，その方々に来られた時にお声掛けをして常駐
朗読会をしています。そしていろんな長崎市・県内の学校から朗読をしてくれという依頼が来ますので学校へ行って
の朗読。そして最近は特に中学生ですけれども，体験記を自分たちも朗読して伝えていきたいという活動が広がって
きてますので朗読の指導のほうもしています。それから祈念館の隣に資料館があって，資料館の中に資料館ホールと
いう立派なホールがあるんですけれども，そこで年一回，無名塾の俳優さんたちと一緒に朗読劇のほうもやっています。
　これは「長崎被災協・被爆二世の会・長崎」というちょっと長いネーミングなんですけども，結局「長崎被災協」
というのは，戦後11年経って日本で初めて結成された被爆者団体です。そこの団体の被爆者たちが今後の活動をちょっ
と不安に感じたのか２世を集めて「二世の会」というのを創りました。「二世の会」には長崎県に長崎市と諫早市と２
つありますので，最後に長崎というものがついています。活動としましては，ちょうど明日長崎に私帰るのですけれ
ども明後日，被災協の建物の中で写真パネル展を，原爆写真パネル展をします。それから「二世の会」にはアマチュ
アの歌手の方が何人かいらっしゃいますのでその方々が平和音楽ライブをしてくれます。あと２世といえどもあまり
原爆についての知識がない方も多いですので被爆遺構巡りをしたり，あと原爆被害が大きかった浦上地区というのが
あるんですけども，そこの学童の子どもたちと一緒に交流を図りながら原爆について学んでいます。あと，先ほども
言いましたけれども，２世も健康不安を抱えています。２世検診というのが年に１回受けられるんですけれども検診
内容が普通の一般の検診よりも低いというかあまりいいものではありません内容的には。ですので，やはり癌が被爆
者の方に多く出ているということで２世も無料で癌検診が受けられるようにというふうに長崎市や県の方に毎年要請
をしています。それからこれは父が中心になってやっているんですけれども，長崎市の浦上川っていうのが中心地を
流れていますけれども，そこにはたくさんの被爆者が被爆した後，水を求めてここに集まってそこで力尽きて死体の
山になっていました。それを見た父はずっとここで慰霊のことをしたいなと思っていて，この川の横に，河川敷に花
壇がずっとあるんですけれど，何にも植えていない状態でありましたので被爆 70 年を機にここに被爆者と２世と一緒
になって花を植えて慰霊をする活動をしております。
　そしてこの家族証言ですけれども，２年前に長崎市が始めた事業で被爆者を身内に持つ，被爆２世・３世が登録を
しています。今年からは，被爆者と交流のあった人が登録する，交流者証言も始まりました。私は元々，父の語り部
を引き継ごうと思っていろんな活動を参加してきました。いろいろな迷いがあってなかなか語り部としてのスタート
が切れずにいたところに長崎市がこういう事業を立ち上げてくれましたので，その年の 11 月に神奈川県の相模原市で
県外原爆展があったんですけれども，そこでデビューをし，その後もいろんな，三重の鈴鹿市とか，北大阪市，岸和
田市とか結構県外にも行っています。もちろん長崎市内の小中学校にも回らせていただいて，現在 15 か所ほど話をさ
せていただいています。まだ，語り部となって日が浅いので毎回毎回その依頼先に合わせて構成を考えておりますので，
まだちょっと話の内容が定まらずに，今日もお話しできなかった話というのがまだいっぱいあります。そして，父は
まだ元気に語り部をしておりますので今は父がメインで私がその控えとしているという立場です。しかし，被爆者が
全くいなくなる時代というのはそんなに遠くなくやってきます。たぶんここにいるみなさんが被爆者から直接話を聞

Akita University



− 84 −

秋田大学教育文化学部研究紀要　教育科学部門　第 72 集

ける最後の世代だと言われています。継承を考える第一歩は，私はまずは知ることから始めて欲しいと思います。い
きなしこういうことを誰かに告げてください話してくださいというとたぶんみなさん尻込みすると思います。まずは
今の時期はとにかくいろんな方から話を聞いたり自分で調べてみたり，とにかくいろんなことを知ることから始めて
もらいたいなというふうに思います。たぶんたくさんのことを学んでいろんなことを知ればいつか何らかの形で誰か
に話したいと思う日が来ると思います。今日の私の話を聞いて何かやってみたいなと少しでも感じていただけたら嬉
しいです。これで私の家族証言を終わります。ご清聴ありがとうございました。

【質疑応答】（28分 38秒，7,437 文字）
外池先生：佐藤さん，どうもありがとうございました。それでは，ここから質疑応答に入らせていただきたいと思い
ます。折角の機会なので，広島の楢原さん，長崎の佐藤さんと，どんどん積極的に意見交換していただけたらと思い
ます。

学生１：お話ありがとうございました。私は楢原さんにお伺いしたい事があるのですが，岡田さんのケースについて，
ご家族の方も被爆をされたという事だったと思うのですが，ご家族の方の中で，障害が残られたりですとか，被爆後
の生活というのが，どのような形のものだったのかという事が，もし分かれば教えていただきたいです。

楢原さん：そうですね。岡田さんは実は，お父さんとかのお話しをされません。そこは多分，思い出したくないんで
すね。なので，こっちの知っている限りの話になってしまいますけれども，弟さん二人共に，分からない。本当に，
被爆者は誰しも思い出したくない事が多々あって，まだまだ，話をして頂けない部分も多々あります。岡田さんにつ
いては，弟さんについて，お二人について，非常に話を聞きにくい状況が実はあります。なので，私もあまり知りま
せん。知っている事としては，その後しばらく東練兵場に逃げてですね，その後，急性障害，後遺障害と戦い続けて
いたという事しか分かりません。そこまでしか教えて頂いていないので，分からないのが実情です。申し訳ありません。

学生１：ありがとうございました。

外池先生：その他はどうですか？

学生２：本日はありがとうございました，楢原さんと佐藤さん，両方にお聞きしたいのですが，６月に広島にオバマ
大統領が来た際，大々的にマスコミに取り上げられたと思うのですが，その事について被爆者の方は一体どう思われ
ているのか，何かお話があったら，是非教えていただきたいと思います。

佐藤さん：私は，呼ばれていないのに，あの時広島に行きました。公園内には，もちろん入れませんでしたので，道
路をはさんで沿道の所に４時間立ち尽くして，オバマさんを肉眼で見る事ができました。その時の，長崎の被爆者の
方の意見としては，色々なマスコミからも取り上げられたり，色々な方がインタビューに答えていたんですけれども，
謝罪の事を皆さん結構聞かれるんですけど，謝罪は求めないというふうに皆さん仰っていました。それよりも，今後
核兵器が無くなる方向に進んでいって欲しい，という，オバマさんが来られた事によって，核兵器の無い世界に進ん
でいって欲しい，という風な意見を，被爆者の方は仰っていました。私も，オバマさんが来られた事によって，とに
かく原爆などについて知らなかった人達が，オバマさんが来る事によって，「何か騒いでるぞ」みたいな感じで，興味
が無かった方も，多分ニュースとか何かを見たと思うんです。そういう事で，色々な方が，そういう事に触れるきっ
かけになったので，オバマさんが来られたという事は，すごくプラスになったのではないかな，というふうに考えて
います。あと，ちょっと長崎の被爆者で，一番残念だったのは，あそこに招待された中に，長崎から行った被爆者が
一人もいなかった事です。長崎被災協の会長の谷口稜曄（たにぐちすみてる）が，一応招待されていたんですけれども，
体の具合が悪くて入院していましたので，行けなかったんですけれども，代理を誰か立てても良いのかと外務省に聞
きましたけれども，代理は駄目だという事だったので，あそこには本当に，被爆者は，広島の被爆者と，日本被団協
という被爆者の全国組織があるんですけれども，そこの役員の方達が何人か呼ばれて行ったという事で，本当に長崎
の被爆者は，５団体という大きな団体が５つあるんですけれども，それぞれが一人づつ誰か行く人を出しておいて，
行く準備をしていたんですよ。そしたら，本当に前日ぐらいになって招待状が来たので，誰も呼ばれてないやって，
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すごく落胆したんですね。私も本当に，なんであそこに長崎の被爆者がいないのかなって，すごく残念に思いました。

楢原さん：私は，先ほど申し上げたように，東京にいて仕事をしていたので，行きたかったんですけれども，えー，
すごく佐藤さんを羨ましく思いました。受け止め方は色々あります。まず，広島の市民は，おおよそ歓待しています。
歓迎をしています。なぜならば，今，広島市民の半分以上が，親族に被爆者がいないからです。もう自分の事とは関
係ない，オバマさんがとにかく来たんだ，という事で歓待している雰囲気は多々あります。まずそれは言えると思い
ます。被爆者の方については，オバマさん良く来てくれたね，という声が多いです。それから，謝罪は無くても良いじゃ
ないか，という声も，表面的には多いです。とにかく来てくれる事に意義がある，という事で，そういう声が表面的
には多いです。なぜ表面的にと言ったかというと，心の中では，多くないかもしれない，全員とは言えないかもしれ
ませんけれども，心の中ではふざけるなと思っているんですよ，今も，被爆者は。だけども，もう 70 年も経って，も
う今は争ってる場合じゃないよと，核を無くす事が大事なんだよって，今，一生懸命，自分の中で苦しんでいる，と言っ
たら良いですかね。そういう思いでいるんです。だと思います。そういう人達が多いと，私の周りの被爆者には多い
です。だから，心の中では未だに，自分の人生返してくれよって思ってるんですよ。だけども，表面では何とか自分
を落ち着かせて，そうだな，オバマさん来て本当に良かった，謝罪はまあいいだろうと，いう風に思っているんだと
思います。もう一つ，逆に良い事があります。佐藤さんが仰ってましたけども，オバマさんが来た事で，何か起きて
いる。原爆の事かどうか分からないけれども，分かる人もいれば，分からない人もいますが，とにかく何か起きてい
るので，広島に行ってみよう，多分長崎もそうかもしれませんけども。平和記念資料館の来館者数が，ものすごく増
えております。
　オバマさんが来た６月 27 日は金曜日だったので，その週の土日の来館者数は倍でございました。いつもの土日の倍
です。ここのところ，今週の日月と広島におったのですけども，その時も来館者数が，いつもの夏休みより多かった
です。特に外国人とお子さん，お子さんは夏休みだから多いと言えば多いんですけども，いつもよりも多いです。そ
れから，外国人は，この５，６年ずっと伸び続けています。毎年毎年，ずっと伸び続けている状況です。特に，このと
ころまた目立ってきています。なので，プラスの影響もありますけれども，心のなかでは，非常に複雑な思いを持っ
ている被爆者が多い事もまた事実です。こういう声が多いです。被爆体験を聞いて欲しかった，という声は非常に多
いです。日本被団協代表委員の坪井直さんは，広島被団協の理事長をしている方ですけれども，直さんは，多少，５
分でも，数分でも話は出来ましたけども，もっともっと，多くの被爆者がいるわけなので，長崎の被爆者の方は参加
すらできなかったという，非常に，被爆者の皆さんからすると，そういう残念な気持ちを持った部分もあると思います。

外池先生：その他はどうですか？

学生３：本日は，ご講話ありがとうございました。お聞きしたいことが二つあります。私は京都よりも西に行った事
が無いんですけれども，広島と長崎で，それぞれ，せめてここだけにはどうしても行ってもらいたい，とても行きた
くなったんですけれども，行ってほしい場所というか，そういうものがあったら，是非教えて頂きたいと思います。
もう一つが，伝承者についてなんですけれども，やはり問題となっているのが，被爆経験をした方々が減っていると
いうのが，やはり現在の最大の問題だと思うんですけれども，伝承者として，被爆した方本人では，この人には敵わ
ないなあという事や，むしろ逆に，被爆２世や，伝承者だからこそ，伝えていきたいというような，そのような事が
あれば，教えていただきたいのですが，お願いします。

楢原さん：一番最初の質問の趣旨を確認したいのですが，それは，平和学習という視点でどうこうみたいな感じでよ
ろしいですか？

学生３：はい，そうです。

楢原さん：広島で申し上げると，多分長崎でも一緒だと思いますけど，資料館は絶対です。資料館に行くと，色んな
事が学べます。事実だけではありません。被爆証言の本もあるので，被爆者の証言も，本で読む事が出来ます。それ
から，証言ビデオもありますので，見る事もできます。資料館は絶対です。あとは，ちょっと原爆と離れてしまいま
すけども，私は是非行って頂きたい所があります。同じ広島県内にあります。大久野島です。これは陸軍が，そこで
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毒ガス兵器を造っていたんですね。それで，戦争中に一時，日本地図から消された島です。今は国民休暇村として，
ウサギがたくさんいる場所として有名なんですけれども，実は毒ガスの兵器工場だったという場所です。今も，そこ
で働いていたという方々は，対岸に忠海（ただのうみ）という町がありまして，忠海の病院に通って，治療を受けて
おります。やはり毒ガスの影響がございましたので，その影響と戦いながら，生きてらっしゃいます。ですので，実
は広島は，原爆の事もすごく大事なのですけど，その大久野島に，是非足を運んだら良いのかなと思います。二つ目
のご質問，そもそも，被爆体験をした人には，絶対かないません。その人が一番です。私はそういう順番付けをする
のが好きじゃないので，すべきではないと思ってますが，あえて言うならばそうです。その方が仰る事が全てですよね。
被爆者はお一人お一人体験違います。体験違いますから，その人が言っている事は絶対的です。よく最近，被爆者が言っ
ている事が何か違っているんじゃないか，なんて言う人がいます。とんでもないです。人間ですから，記憶違いもあ
ると思います。でも，その方の体験なんですよ。その方，必死になって生きてきたわけですね。その事を否定する事は，
絶対やってはいけない。だからこそ，その人が絶対である。なので，その人に勝るものはありません。ですから，優
劣をつけるだけっていうのは，私は本意ではないですけども，お答えするとすればそうです。逆に，伝承者のメリッ
トというのは，フィルターが一枚通りますし，ですので，私の言葉にしてお話しする事もできるし，私の思いも伝え
る事ができます。岡田さんの思いも伝える事が出来れば，私の思いも伝えられる。岡田さんは，岡田さんの思いしか
伝えられません。そうですよね，その為の証言者ですから。伝承者は，伝承者としての思いも伝える事ができるとい
うのが，メリットかなという風に思います。

佐藤さん：長崎の方は，平和学習するとしたら，まずやはり，原爆資料館に行く事，そして，その隣に，記念館があ
るんですけれども，なかなか皆さん，資料館に行って帰られてしまうんですよ。もう本当に，すぐ隣に記念館があって，
そこはすごく，綺麗な場所なんですよ。原爆で亡くなった方っていうのは，とにかく水を求めて亡くなっているので，
その記念館は，地上の所が円形の，水が張ってありまして，館内も常に水の音が聞こえています。館内も水が一杯流
れています。悪い点というか，冬でも蚊がいるという，ちょっと恐ろしいあれなんですけども，本当に建物が綺麗な
んです。そして，そこには死没者名簿，亡くなった方の名簿があるんですけれども，すごく幻想的でっていうか，そ
ういう言い方をしてはあれなんでしょうけれども，すごく綺麗な所で，ちょっと私，父と一緒に長崎市の出した雑誌
の表紙になったんですけれども，ここが，被爆者名簿が安置されている所で，中もすごい「祈りの空間」という所があっ
て，そこは静かな所で，こういう感じで死没者名簿があって，こういう祈りの空間があって，上が水が流れているん
ですけれども，館内も一杯水が流れていて，本当に自分達の心が洗われるような所なんですね。是非，ここで私も朗
読をしておりますので，是非ここにも行って頂きたいというのと，よく皆さん，平和記念像がこうやって立っている
平和公園に行かれるんですけれども，あそこじゃなくて，その下にある爆心地公園に行って欲しいんですね。そこが
本当に原爆が落とされた，火の玉ができた真下になるので，そこに行ったら，原爆のその当時の地層というのが残さ
れていて，ガラス張りになっていて中の地層が見えるようになっているんです。だから，茶碗が割れているのが入っ
ていたりとか，本当は人骨とかが入っていると思うんですけれども，そういうのを見たりとか，本当に原爆に触れる
のであれば，平和記念公園ではなく爆心地公園に行って，是非お祈りをして頂きたいなあという風に思います。あと，
二番目の質問ですけれども，私の父は，こういうパワーポイントとか写真とか，全く使わずに，語りだけで，お話を
50 分とかしてるんですね。父は，頭の中に自分が見た映像があるので，きっと聞いてる方にはその映像が，言葉を通
して伝わっていると思うんです。だけど，私みたいに，家族証言者や伝承者っていうのは，本当に皆さんと同じで，
戦争も原爆も経験してないので，頭に映像がありません。想像するしかありません。なので，こうやって写真を使っ
たり，昔の，その当時の写真を使ったりとかしながらお話をして，多分，皆さんと同じ立場で，共有できるので，す
ごく，被爆者の方が分かりにくいと言ったらあれですけれども，言葉も，私たちとちょっと年代が上ですので，言葉
がちょっと分かりにくかったりとか，あるんですけれども，でもやっぱり，被爆者が一番，また番号を付けるのもあ
れですけど，本当の話であって，さっきフィルターって言いましたけど，本当に皆さんと共有できる立場であってお
話をできるし，私は二世っていう立場で，二世の思いとか，不安とか，そういうのも加えてお話ができるので，そう
いう所が私にプラスというか，違う所だと思います。

外池先生：その他，どうですか？

学生４：お話しありがとうございました。自分からは，一つだけ質問させていただきたいと思います。やはり，被爆
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体験をしたという事で，日本国内でも，被爆体験をしたという事を聞く機会というのは，これから減少していくとい
う事も想定されます。逆に，外国人の方に対しての，被爆でこういう事があったよという事も，同じくらい理解して
いただかなければいけない事だと思っています。そういった面で，外国人の人に対しての，何かこういう事をやって
るよ，というのを，何かありましたら教えていただきたいです。よろしくお願いします。

佐藤さん：実際，私は語りを始めたばかりなので，外国人向けの語りというのはまだやった事がないんですけれども，
抱負としては，この紙芝居を英訳していただいて，英語で紙芝居ができたら良いなあという風に，今ちょっと思って
いる所です。あと，長崎市のある中学校とかは，自分達でそういう原爆の紙芝居を作って，既にもう，英語で話すっ
ていう活動をしているので，それを，去年だったかな，外国語大学，長崎外国語大学ってあるんですけど，そこは外
国の方がたくさん勉強に来られてるんですけれども，その外国人の方向けに，その中学校の子達が英語で紙芝居をし
たっていうのが，ニュースで流れていました。そういう風に少しずつは，外国に向けての発信というのをしていって
いる所ですけれども，私はちょっとあまり進んでいないんですよね。でも本当にこれからは，それこそ本当に，オバ
マさんが来られたときは，外国人のマスコミの方がとにかくたくさん来られてたので，やはり，これからは本当に，
日本だけではなくて，海外に向けて発信していかないといけないな，という風にはすごく感じています。

楢原さん：まず，被爆をされた方達，被爆者にも，英語で喋れる方がいらっしゃいますので，まずその方達が，海外
に行ってでも，お話をされておられます。岡田恵美子さんも，実は海外に良く行かれてます。岡田さんは英語喋れな
いんですけど，そういう場合は通訳を通して，英訳できる範囲までいって，被爆体験を伝える，という事はやってお
ります。まず，それが一つ。伝承という話になりますと，伝承を英語でやるという事で，既に英語で伝承をやってい
る方も，今で伝承者が１期，２期まで回りましたんで，２期生までおりますので，都合おそらく，80 人ぐらいでしょ
うか。認定されている方がですね。その内おそらく 10 人から 20 人ぐらいの方が英語が喋れますので，英語での証言，
伝承をしている方が，既にいらっしゃいます。私は，残念ながら喋れません。喋れるようになりたいなと思いますが，
喋れないのでできません。あとは，伝承という点で言うと，先程佐藤さんも仰っていた所ではありますが，学校単位
では色々な取り組みをされているようですね。例えば，語学に対して非常に取り組んでいらっしゃる学校さんは，海
外にショートステイで行く時に，被爆体験をそこで話していきましょうとかですね。という事をやられたりはしてい
るようですけども，直接関係する所ですと，そのぐらいかと思われます。
　あ，一つ補足をさせてください。是非行きたい場所って，さっき仰ってましたよね。二つっていってませんでしたっ
け？私，二つって勘違いしたんで，二つじゃなかったら，私もここをおすすめします。国立広島原爆死没者追悼平和
祈念館，と言います。ここはおすすめです。ここは長崎と同じように，どうしてもスルーされてしまう場所なんです。
ここ，すごく良いんです。何が良いか，追悼できるんです。祈れるんです。祈りの場所なんです。資料はあまり展示
されておりません。被爆地層ぐらいですかね。あとはみんな，被爆証言集とか，被爆の事を，被爆した事を詩にした
原爆詩集とか，それから，あとは証言者のビデオとかを見る事を出来ると思うんですけども，主には追悼をする場所
なんですね。広島の原爆死没者名簿はそこにはありませんけれども，追悼空間というのがありまして，14 万個のタイ
ルで，爆心地から周りを見た時の状況が描かれています。14 万個というのは，原爆で亡くなられた方の数に合わせて
あります。なので，是非ここも言ってください。パンフレットをご用意したのは，是非行っていただきたいから，こ
ういう場所なんだよっていうので用意したので，是非行っていただければと思います。

佐藤さん：すいません，肝心な事を言うのを忘れてました。長崎から，今日署名を持って来たんですけれども，今，
日本被団協を始め，被爆者が最後の署名運動だという事で，核兵器を無くす為の核兵器廃絶国際署名というのを，こ
の 4月から始めています。2020 年までに，毎年国連の方に一億単位で署名を持って行こうと，本当に最後の力を振り
絞って署名活動をしています。それに二世とかも，一緒になって頑張っていますので，今日この話を聞かれた皆さん，
是非受付の方に，署名の用紙がありますので，是非是非書いていただいて，私ちょっと，ノルマが一億と言われてお
りますので，是非ご協力の程，よろしくお願い致します。

外池先生：はい，ではこちらから失礼しますけど，今日は本当に，楢原さん，佐藤さん，大変ありがとうございました。
皆さん，じゃあ，お二人に感謝の意を込めまして，拍手でお願い致します。本日はどうも，皆さんご苦労様でした。
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戦
争
の
キ
ズ
を
見
つ
け
る
力
も
持
た
せ
た
い
。
そ
う
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3

広
島
と
い
う
土
地
に
興
味
が
あ
り
，
こ
れ
ま
で
３
回
程
平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
た
が
，
そ
の
度
に
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
，
廃

絶
へ
の
思
い
を
あ
ら
た
に
し
た
。
そ
し
て
，
本
日
の
講
話
で
も
，
無
差
別
に
人
を
虐
殺
す
る
原
爆
は
，
や
は
り
無
く
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
新
し
い
学
び
と
し
て
，
建
物
疎
開
作
業
に
よ
っ
て
，
多
く
の
子
ど
も
が
巻
き
こ
ま
れ
た
と
い
う
事
実
を
知
っ

た
。
広
島
は
，
オ
バ
マ
大
統
領
の
来
広
を
機
に
，
被
爆
体
験
を
伝
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
重
要
性
が
増
々
増
し
て
い
く
と
考

え
て
お
り
，
私
に
も
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
考
え
た
い
。

紙
芝
居
と
い
う
媒
体
で
被
爆
体
験
を
聞
い
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
が
，
佐
藤
さ
ん
の
語
り
の
う
ま
さ
や
，
映
像
の
見
易
さ
も
あ
り
，
心

に
残
る
も
の
だ
っ
た
。
犠
牲
者
の
多
さ
と
，
先
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
，
ど
う
し
て
も
広
島
の
ケ
ー
ス
が
注
目
さ
れ
が

ち
だ
が
，
や
は
り
長
崎
に
も
悲
し
い
過
去
が
あ
っ
た
と
い
こ
と
を
思
い
起
さ
せ
ら
れ
た
。

4
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
に
な
う
世
代
に
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
味
あ
わ
せ
た
く
な
い
と
い
う
岡
田
さ
ん
の
思
い
が
，
鮮
明
に
伝
わ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
戦
争
体
験
者
が
ゼ
ロ
に
な
る
日
が
必
ず
来
る
。

戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
，
原
爆
を
落
と
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
，
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
授
業
を
通
し
て
伝
え
る
こ

と
が
我
々
教
員
を
目
指
す
者
の
仕
事
だ
と
感
じ
た
。
無
力
な
こ
と
な
ん
て
な
に
ひ
と
つ
な
い
と
信
じ
て
行
動
し
て
い
き
た
い
。

「
モ
ノ
」で
伝
え
る
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

紙
し
ば
い
，
映
像
資
料
と
い
う「
モ
ノ
」を
使
用
し
た
伝
え
方
は
聞
い
て
い
る
人
た
ち
の
記
録
，
記
憶
に
残
り
や
す
い
と
感
じ
た
。

家
族
証
言
者
の
方
の
お
話
は
初
め
て
聞
い
た
が
，
身
内
で
あ
る
ぶ
ん
，
そ
の
リ
ア
ル
さ
が
鮮
明
に
表
れ
て
い
た
。

5

伝
承
者
は
，
身
内
で
も
な
ん
で
も
な
い
人
な
の
で
，
家
族
に
は
言
え
な
い
こ
と
を
言
っ
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
反
面
，
家
族
で
な

い
か
ら
言
い
づ
ら
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。

ど
こ
ま
で
被
爆
者
の
証
言
を
聞
き
出
せ
る
か
だ
と
思
い
ま
し
た
。

家
族
だ
か
ら
こ
そ
言
え
な
い
，
話
せ
な
い
こ
と
を
聞
く
の
は
，
つ
ら
い
こ
と
な
の
か
な
っ
て
思
う
。
話
す
ほ
う
も
聞
く
ほ
う
も
つ
ら
い
。

で
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
ら
，家
族
の
絆
は
深
く
な
る
だ
ろ
う
し
，家
族
の
ほ
う
が
言
葉
に
な
ら
な
い
空
気
感
み
た
い
な
も
の
も
伝
わ
っ

て
く
る
の
か
な
ぁ
と
思
う
。

2世
（
3世
）の
不
安
ま
で
も
さ
ら
け
だ
す
こ
と
に
な
る
，
と
て
も
勇
気
が
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。
最
近
知
っ
て
こ
ん
な
に
も
話
せ
る
の
だ

か
ら
，
そ
う
と
う
勉
強
も
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
う
。

6

広
島
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
っ
て
も
原
爆
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う
現
状
で
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。秋
田
も
土
崎
空
襲
が
あ
っ
た
た
め
，

戦
争
の
悲
惨
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

岡
田
さ
ん
の
話
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
2つ
あ
る
。
1つ
目
は
，
岡
田
さ
ん
の
姉
が
な
く
な
っ
た
話
で
あ
る
。
建
物
疎
開
で

中
心
地
に
行
き
，
遺
骨
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
聞
い
て
，
家
族
の
死
に
際
に
会
え
な
い
悲
し
さ
を
感
じ
た
。
2点
目
は
，
ノ
ー
が
言

え
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
戦
争
中
は
誰
も
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
な
か
っ
た
と
の
話
だ
っ
た
た
め
，
自
分
の
意
見

を
し
っ
か
り
も
っ
て
言
え
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

7

原
爆
の
威
力
に
つ
い
て「
新
幹
線
の
車
両
が
上
か
ら
落
ち
て
く
る
よ
う
な
圧
力
」「
大
学
か
ら
秋
田
駅
ま
で
1秒
で
飛
ば
さ
れ
る
よ
う
な

速
さ
」な
ど
，
私
た
ち
が
想
像
し
や
す
い
よ
う
に
例
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
，
原
爆
が
ど
ん
な
に
す
さ
ま
じ
い
威
力
だ
っ
た
の
か
，
わ

か
り
や
す
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
岡
田
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
，
何
の
罪
も
な
い
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
一
瞬
に

し
て
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
本
当
に
悲
惨
で
も
う
2度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
2度
と
戦
争
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
は
，
一
人
一
人
が
戦
争
を「
ノ
ー
」と
言
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

8

今
回
，
被
爆
体
験
伝
承
者
講
和
を
聞
い
て
，
戦
後
70
年
を
経
て
も
，
こ
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
方
々
が
い
て
，
と
て
も
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
昨
年
も
被
爆
者
の
伝
承
者
の
方
の
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
，
昨
年
の
方
は
被
爆
者
の
言

葉
に
客
観
性
を
持
た
せ
な
が
ら
，
そ
の
ま
ま
伝
え
る
印
象
で
し
た
が
，
今
回
の
楢
原
さ
ん
は
原
爆
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
な
ど
も
踏
ま

え
な
が
ら
，
被
爆
者
の
方
の
話
を
整
理
し
て
伝
え
て
い
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
伝
承
者
に
よ
っ
て
語
る
ス
タ
イ
ル
が
違
う
こ
と
は
，

さ
ら
に
伝
え
る
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
伝
承
者
同
士
の
交
流
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
，
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
所
を

取
り
入
れ
る
と
よ
い
と
感
じ
ま
し
た
。

戦
争
や
原
爆
に
つ
い
て
後
世
に
伝
え
る
手
段
は
様
々
で
す
が
，
人
と
人
と
の
交
流
が
一
番
思
い
が
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
，

同
じ
空
間
で
思
い
が
こ
も
っ
た
言
葉
を
受
け
取
る
こ
と
で
，
そ
の
場
で
思
い
が
共
有
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
私
は
小
学
校
の
教

師
を
志
望
し
て
い
ま
す
が
，
被
爆
者
の
方
の
思
い
，
伝
承
者
の
方
の
思
い
を
し
っ
か
り
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
講

話
で
し
た
。

9

原
爆
に
よ
っ
て
罪
の
な
い
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
も
と
て
も
悲
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
が
，
生
き
残
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
被
爆
の
症
状
や
孤
児
と
い
う
状
況
に
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
，
と
て
も
悲
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に

子
ど
も
た
ち
を
お
い
た
の
は
他
で
も
な
い
戦
争
で
あ
り
，
大
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
，
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
本
当
に
許

さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
，
こ
れ
か
ら
社
会
を
担
う
一
人
で
あ
る
し
，
ま
た
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
っ
て
い
く
一
人
で
も
あ
る
の
で
，
そ
れ
を

意
識
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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10
オ
バ
マ
大
統
領
が
来
た
こ
と
は
歴
史
的
に
も
重
要
な
出
来
事
で
あ
り
自
分
も
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
が
被
爆
者
側
に
つ
い
て
の
心
情
ま

で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
今
回
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
複
雑
な
心
情
を
抱
え
て
い
な
が
ら
今
も
生
き
て
い
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
原
爆
の
被
害
を
後
世
に
伝
え
，
核
兵
器
に
つ
い
て
も
一
人
一
人
が
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

私
は
長
崎
の
原
爆
被
害
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
私
個
人
の
意
見
と
し
て
は
長
崎
は
広
島
の
陰
に
か
く
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
回
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
訪
問
で
長
崎
の
被
爆
者
が
一
人
も
い
な
か
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
非
常
に
残
念

に
思
っ
た
。
広
島
同
様
に
多
く
の
人
々
に
も
長
崎
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。

11
た
と
え
小
さ
な
こ
と
で
も
や
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
例
え
ば
，
身
近
な
事
，
平
和
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
た
り
，
平
和
記
念
に
関
す
る
講
演
会
に
参
加
・
聴
講
し
た
り
な
ど
，
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
思

い
至
り
ま
す
。

伝
承
と
い
う
と
，
語
り
が
全
て
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
，
紙
芝
居
を
用
い
て
視
覚
に
も
訴
え
る
と
い
う
方
法
が
，
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
伝
承
者
講
話
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
，
ま
だ
ま
だ
伝
え
方
や
伝
え
る
内
容
な
ど
工
夫
が
ど
ん
ど
ん
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
伝
承
者
講
話
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
方
に
広
島
や
長
崎
の
被
爆
に
つ
い
て
知
る
機
会
が
増
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12

多
く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
変
嬉
し
か
っ
た
。
是
非
行
き
た
い
と
思
っ
た
。

地
図
や
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
の
で
，
当
時
の
実
際
の
様
子
を
想
像
し
や
す
く
，
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
話
は
建
物
疎
開
と
法
律
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の「
空
白
の
10
年
」に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
初
め
て
聞
く
話

で
関
心
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。
2つ
と
も
社
会
科
学
習
に
大
変
深
く
か
か
わ
る
内
容
だ
と
思
う
の
で
，
自
分
な
り
の
言
葉
に
し
て
，
2つ

の
事
実
を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
け
た
と
思
う
。

被
爆
者
と
伝
承
者
の
2人
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
。

紙
芝
居
を
用
い
た
講
話
で
非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

伝
え
方
の
工
夫
か
ら
佐
藤
さ
ん
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

当
時
の
長
崎
市
の
人
口
の
2/
3が
死
傷
し
た
と
い
う
話
や
，
兄
弟
の
1人
ず
つ
が
日
を
追
う
ご
と
に
死
ん
で
い
っ
た
事
実
か
ら
，
人
の
命

の
は
か
な
さ
と
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
，
一
方
で
，
い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
1日
1日
を
大
切
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

ま
た
，
一
遍
に「
伝
承
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と
言
っ
て
も
多
く
の
種
類
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
に
話
を
聞
け
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
う
と
と
と
も
に
，
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
に
関
心
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
た
。

13

一
人
一
人
に
体
験
し
て
き
た
も
の
が
あ
り
，
教
科
書
に
は
載
り
ま
せ
ん
が
，
今
後
戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
，
庶

民
の
戦
争
と
い
う
視
点
か
ら
語
り
継
い
で
い
く
重
要
性
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
，
語
り
手
を
育
成
し
て
い
く

と
す
る
広
島
の
取
り
組
み
は
見
習
う
べ
き
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
秋
田
に
も
土
崎
空
襲
や
花
岡
事
件
等
戦
争
関
連
の「
語
り
」が
残
っ
て

お
り
，
後
世
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
枠
組
み
を
検
討
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
私
も
祖
父
母
の
戦
争
体
験
を
伝
授
し

て
も
ら
い
貴
重
な「
語
り
」に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

14

71
年
と
い
う
年
月
が
過
ぎ
て
い
く
中
で
，
文
献
や
資
料
と
し
て
は
残
っ
て
い
て
も「
生
の
声
」と
い
う
も
の
は
月
日
と
共
に
失
わ
れ
て
い

く
も
の
で
あ
る
が
，
こ
の
被
爆
体
験
伝
承
者
の
講
話
と
い
う
も
の
は
，
そ
れ
を
守
る
，
な
い
し
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
取

り
組
み
だ
と
思
う
。
伝
承
者
の
方
の
お
話
も
去
年
に
続
き
，
真
に
せ
ま
る
も
の
で
，
聞
い
た
者
の
心
に
当
時
の
情
景
が
浮
か
ぶ
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。
体
験
談
と
い
う
も
の
は
資
料
に
も
の
ら
な
い
よ
う
な
ご
く
個
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
，
多
く
の
犠
牲
者
の
中
の
個
と

い
う
も
の
は
体
験
談
で
し
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
た
め
，
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
今
年
は
オ
バ
マ
大
統
領
の
来

広
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
活
動
に
も
っ
と
積
極
的
な
動
き
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

15

昨
年
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
講
話
と
は
違
っ
た
も
の
を
多
く
感
じ
ま
し
た
。
体
験
さ
れ
た
方
1人
1人
に
よ
っ
て
伝
え
た
い
か
と
が
様
々

あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
実
際
に
体
験
さ
れ
た
方
の
語
り
は
学
校
で
習
う
よ
り
も
感
じ
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
岡
田
さ

ん
の
よ
う
に
あ
ま
り
話
し
た
く
な
い
，
思
い
出
し
た
く
な
い
方
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
体
験
者
の
方
が
そ
の
よ
う
に
思
う
ほ

ど
悲
惨
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
芝
居
は
と
て
も
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
ま
し
た
。
原
爆
に
よ
っ
て
家
族
を
失
い
，
自
分
の
人
生
も
狂
わ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
す

ご
く
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
の
父
早
苗
さ
ん
の
い
ち
ば
ん
下
の
弟
さ
ん
が「
平
和
な
日
を
1日
も
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」と
い
う
言
葉
が
す
ご
く
胸
に
突
き
刺
さ
り
，
今
の
時
代
，
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
な
が
ら
生
き
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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当
時
8歳
で
あ
っ
た
岡
田
さ
ん
の
話
と
い
う
こ
と
で
，
年
齢
に
見
あ
っ
た
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
る
。
以
前
，
大
学
の
講
義

に
て
，
戦
争
体
験
者
の
話
を
聞
い
て
く
る
と
い
う
活
動
が
あ
っ
た
が
，
ほ
と
ん
ど
の
学
生
た
ち
は
，
被
爆
者
の
思
い
ま
で
聞
い
て
く
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
祖
父
・
祖
母
世
代
は
ま
だ
幼
か
っ
た
た
め
後
々
聞
い
た
情
報
と「
恐
ろ
し
か
っ
た
」「
怖
か
っ
た
」と
い
う
思

い
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
，
心
に
強
く
訴
え
か
け
る
よ
う
な
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。

今
回
の
講
話
を
通
し
て
聞
き
手
に
ど
の
よ
う
に
し
た
ら「
か
わ
い
そ
う
」と
い
う
感
想
以
外
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
考
え
た
。
客
観
的
な
原
爆
に
関
す
る
情
報
と
主
観
的
な
原
爆
に
対
す
る
思
い
を
適
度
に
織
り
ま
ぜ
た
伝
え
方
の
微
妙
な
違

い
に
よ
っ
て
聞
き
手
の
感
想
は
異
な
っ
て
く
る
た
め
，
と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

方
法
論
か
ら
見
た
時
に
，
紙
し
ば
い
と
い
う
の
は
と
て
も
効
果
的
だ
な
と
感
じ
た
。
お
話
だ
け
で
は
想
像
で
き
な
い
そ
の
時
の
情
景
を

見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
，
絵
で
あ
る
た
め
に
そ
こ
ま
で
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
も
の
で
な
く
，
子
ど
も
た
ち
が
原
爆
に
つ
い
て
の

思
い
を
深
め
ら
れ
る
な
と
考
え
た
。

原
爆
の
被
害
は
そ
れ
を
受
け
た
世
代
だ
け
で
な
く
，そ
の
次
の
世
代
へ
も
被
害
は
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
実
際
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
，

次
の
，
ま
た
次
の
世
代
へ
も
精
神
的
な
被
害
は
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
，
そ
う
い
っ
た
面
も
含
め
た
伝
承
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。
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原
爆
の
熱
風
，
爆
風
の
速
さ
や
温
度
な
ど
具
体
的
な
数
字
を
用
い
て
説
明
が
あ
っ
た
た
め
，
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
残
虐
性
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。ま
だ
語
り
を
続
け
て
い
る
岡
田
恵
美
子
氏
の
被
爆
体
験
を
語
る
こ
と
は
本
人
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

原
爆
の
後
障
害
は
身
体
的
に
も
，
精
神
的
に
も
辛
く
，
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
と
が
映
像
資
料
や
語
り
を
通
し
て
分
か
っ
た
。
死
ぬ
こ
と

も
苦
し
い
が
，
生
き
残
っ
た
と
し
て
も
身
体
全
体
に
異
常
を
き
た
し
，
ガ
ン
や
白
血
病
な
ど
の
深
刻
な
病
気
に
苦
し
む
人
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
語
り
」を
通
し
て
，
被
爆
者
の
精
神
的
な
苦
し
み
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
特
に
被
爆
の
瞬
間
，
そ
の
直
後
の
人
々
の
様
子
や
叫
び
声
を
人

間
の
声
で
聞
か
せ
，
戦
争
体
験
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
教
科
書
な
ど
の
文
字
媒
体
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
も「
語
り
」を
活
用
す
る
場
が
増
え
て
い
け
ば
良
い
と
感
じ
た
。

家
族
証
言
者
は
，
伝
承
者
と
は
少
し
異
な
り
自
身
も
被
爆
2世
3世
で
あ
る
。
被
爆
者
が
ガ
ン
な
ど
の
後
障
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
た

め
，
被
爆
2世
の
人
た
ち
も「
い
つ
原
爆
の
影
響
が
自
分
に
出
て
く
る
の
か
分
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
危
機
感
を
も
っ
た
中
で
生
き
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。池
田
早
苗
氏
の
被
爆
体
験
で
兄
弟
姉
妹
が
毎
日
1人
ず
つ
，自
分
以
外
全
員
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。

な
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
を「
語
り
」の
中
で
伝
え
る
手
段
と
し
て
，
紙
芝
居
を
効
果
的
に
使
用
し
て
お
り
，
分
か
り
や
す
く
，
す
ぐ
に

引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
1人
の
体
験
を
時
系
列
的
に
追
っ
て
い
く
こ
と
も
有
効
だ
と
思
っ
た
。
実
際
の
写
真
で
は
な
い
絵
を
用
い
る

こ
と
は
，
賛
否
が
分
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
，
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
場
合
は
特
に
有
効
だ
と
考
え
る
。
広
島
や
長
崎
の
子
ど
も
す

ら
原
爆
の
こ
と
を
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
時
代
に
突
入
し
つ
つ
あ
る
た
め
，
今
日
頂
い
た
講
話
を
伝
承
者
，
家
族
証
言
者
を
通
し
て

教
育
活
動
を
通
し
て
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
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広
島
市
で
行
っ
て
い
る
伝
承
者
講
話
は
昨
年
も
別
な
方
か
ら
話
を
聞
い
た
が
，
実
際
に
語
り
の
活
動
が
始
ま
っ
た
の
が
昨
年
と
い
う
こ

と
で
昨
年
に
比
べ
話
の
仕
方
が
洗
練
さ
れ
て
い
る
よ
う
感
じ
た
。
ま
た
希
望
者
を
つ
ど
っ
て
の
伝
承
者
と
い
う
こ
と
で
伝
承
者
の
数
が

増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
，
語
り
を
継
承
す
る
と
い
う
点
で
成
果
と
意
義
を
感
じ
た
。
だ
が
伝
承
者
の
表
に
自
分
た
ち
の
よ
う
な
20

代
前
半
か
ら
10
代
の
人
が
い
な
い
の
を
見
て
，
こ
の
よ
う
な
場
に
い
る
自
分
た
ち
が
被
爆
だ
け
で
な
く
戦
争
の
記
憶
の
継
承
に
動
か
な

く
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
感
じ
た
。

被
爆
者
の
家
族
に
よ
る
語
り
の
継
承
と
い
う
こ
と
で
広
島
の
伝
承
者
の
も
の
よ
り
範
囲
は
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
が
，
2世
同
士
の
つ
な

が
り
と
協
力
な
ど
ま
た
違
う
強
み
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
た
。
ま
た
息
子
さ
ん
の
話
か
ら
原
爆
や
戦
争
の
世
代
か
ら
2世
代
ま
た
は
3世
代

の
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
，
完
全
に
被
爆
を
知
ら
な
い
世
代
か
ら
知
ら
な
い
世
代
へ
の
継
承
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
，
そ
の
た
め
の
活
動
を
自
分
た
ち
も
知
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
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去
年
に
続
き
伝
承
者
の
方
か
ら
話
を
聞
き
，
改
め
て
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
，
伝
承

者
の
方
が「
何
の
罪
も
な
い
子
ど
も
た
ち
が
1発
の
原
爆
に
よ
っ
て
夢
や
希
望
，
命
を
う
ば
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
三
度
こ

の
よ
う
な
思
い
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」と
語
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
戦
時
中
に
子
ど
も
だ
っ
た
方
々
が
現
在
の
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
を
願
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
，
今
の
子
ど
も
た
ち
は
日
本
が
ど
の
よ
う
な
戦
争
を
し
た
の
か
と
い

う
こ
と
や
，原
爆
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
若
い
人
た
ち
が
多
く
い
る
と
い
う
悲
し
い
事
実
が
あ
り
ま
す
。
今
日
，こ
の「
語
り
」

を
聞
き
，
こ
れ
を
自
分
の
中
だ
け
に
と
ど
め
て
お
く
の
だ
は
な
く
，
今
後
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

や
，
自
分
が
教
員
に
な
っ
た
時
に
ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

家
族
の
体
験
を
語
る
中
で
証
言
者
の
方
が「
父
が
」と
い
う
よ
う
に
語
る
の
を
聞
く
と
，
実
際
に
被
爆
し
た
家
族
の
方
の
思
い
と
語
る
証

言
者
の
方
の
思
い
が
合
わ
さ
っ
て
自
分
に
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
今
ま
で
4回
程
こ
の
よ
う
な
被
爆
体
験
を
聞
き
ま
し
た
が
，
今
回
の

よ
う
に
親
や
兄
弟
全
員
が
原
爆
の
犠
牲
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
話
は
初
め
て
聞
い
た
の
で
す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

家
族
の
体
験
と
い
う
こ
と
も
あ
り
，
そ
の
人
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
や
，
証
言
者
の
方
や
そ

の
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
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20
・
岡
田
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
，
ど
の
よ
う
に
現
在
ま
で
人
生
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
の
か
を
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

・
事
実
を
た
ん
た
ん
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
，
意
見
は
分
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
私
は
聞
き
や
す
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

・
広
島
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
経
験
を
お
話
の
中
に
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
，
楢
原
さ
ん
の
個
性
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

・
絵
本
で
の
語
り
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
佐
藤
さ
ん
の
お
父
さ
ん
に
な
り
き
っ
て
い
た
の
で
，
切
実
感
が
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
の
思
い
と
絵
で
の
状
況
が
相
ま
っ
て
素
晴
ら
し
い
語
り
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

・
長
崎
市
で
の
原
爆
の
被
爆
範
囲
や
状
況
を
冒
頭
で
詳
し
く
聞
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

21
原
爆
の
基
礎
的
事
項
に
つ
い
て
再
確
認
し
，
伝
承
者
活
動
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
初
め
て
知
っ
た
。

伝
承
者
と
い
う
第
三
者
の
立
場
で
被
爆
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
，
事
実
だ
け
で
は
な
く
，
被
爆
者
の
語
れ
な
い
思
い
や
戦
争
へ
の
思
い
，

伝
承
者
自
身
の
考
え
を
率
直
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
，
聞
き
手
も
一
つ
一
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

紙
し
ば
い
を
中
心
に
，
被
爆
2世
と
し
て
被
爆
者
の
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
視
覚
的
な
理
解
が
で
き
，
聞
き
手
と
し
て
は
感
情

移
入
し
や
す
く
，
被
爆
者
の
感
情
に
少
し
で
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
，
と
考
え
る
。

ま
た
，
被
爆
者
と
そ
の
子
の
関
係
に
つ
い
て
も
初
め
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
親
と
し
て
語
り
た
く
な
い
思
い
や
，
子
と
し
て
の
不

安
と
い
う
現
実
に
触
れ
，
当
事
者
だ
け
で
は
な
い
，
子
孫
に
も
伝
わ
っ
て
し
ま
う
原
爆
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
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戦
後
70
年
経
過
し
た
こ
と
で
，
伝
承
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
だ
と
感
じ
た
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
，
第

三
者
に
よ
る
伝
承（
語
り
），
戦
争
の
体
験
者
の
語
り
を
録
音
，
録
画
す
る
必
要
だ
と
思
う
。
そ
の
理
由
は
，
伝
承
は
そ
の
戦
争
の
ひ
さ

ん
さ
や
憎
し
み
な
ど
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
，
か
つ
自
分
の
気
持
ち
を
自
分
の
語
り
と
し
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
現
代
技
術
を
使
い
，
語
り
手
の
話
を
記
録
に
残
す
こ
と
で
，
よ
り
多
く
の
人
に
情
報
を
提
供
で
き
る
。
語
り
手
が
少
な
く
な
り
，
歴

史
が
た
だ
の
物
語
の
様
な
認
識
で
は
，
原
子
爆
弾
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
か
に
歴
史
を
現
在
に
お
け
る
映
像
や
語
り
な
ど
で

リ
ア
ル
な
歴
史
的
事
実
を
認
識
す
る
か
が
肝
だ
と
感
じ
た
。

家
族
証
言
者
の
多
く
が
，
自
分
の
家
族
が
被
爆
を
ど
の
よ
う
に
体
験
し
た
の
か
語
り
継
が
れ
て
い
な
い
こ
と
が
意
外
だ
っ
た
。
家
族
ほ

ど
の
親
し
い
中
で
あ
れ
ば
，
自
分
自
身
の
過
去
を
あ
り
の
ま
ま
で
伝
え
る
に
違
い
な
い
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
，
家
族

ほ
ど
の
近
い
距
離
だ
か
ら
こ
そ
，
あ
え
て
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
場
合
，
問
題
な
の
は
語
り
継
い
で
欲
し
い
と
い
う

側
の
人
が
い
な
い
限
り
，
伝
承
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
，
伝
承
し
て
ほ
し
い
側
が
ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
ち
，
伝
承

し
て
ほ
し
い
気
持
ち
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
，
大
切
な
こ
と
は
，
伝
承
し
て
ほ
し
い
と
願
う
側
が
，
被
爆

問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
，
積
極
的
に
被
爆
体
験
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
か
に
つ
い
て
，
調
査（
主
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
）す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
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戦
時
中
の
建
物
疎
開
作
業
に
つ
い
て
今
日
初
め
て
知
り
，
そ
の
作
業
が
子
ど
も
た
ち
の
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
話
が
印
象
的
で

し
た
。

原
爆
が
落
と
さ
れ
た
事
実
を
そ
の
時
生
き
て
い
た
人
の
気
持
ち
に
つ
い
て
知
れ
た
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

被
爆
2世
3世
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
，
被
爆
者
と
同
じ
よ
う
に
健
康
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
親
か
ら
子
へ
の
伝
承
は
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
，
語
り
継
い
で
い
く
の
に
と
て
も
よ
い
活
動
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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楢
原
さ
ん
は
初
め
て
広
島
を
訪
れ
た
際
に
そ
れ
ま
で
と
は
考
え
が
全
く
変
わ
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
19
45
年

8月
6日
午
前
8時
15
分
の
出
来
事
は
衝
撃
的
で
，
そ
れ
を
伝
え
る
人
々
の
思
い
は
強
か
っ
た
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
今
回
の
お
話
で
，

よ
く
話
題
に
な
る
放
射
線
の
他
に
も
想
像
を
超
え
る
威
力
の
爆
風
と
熱
線
で
一
瞬
に
し
て
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
悲
劇
は
そ
の
日
だ
け
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
，
今
で
も
白
血
病
や
ケ
ロ
イ
ド
で
苦
し
む
人
が
お
り
，
ま
た
被
爆
せ
ず
と
も

疎
開
先
か
ら
帰
っ
て
き
た
親
も
家
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
原
爆
孤
児
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
お
話
の
中
で
驚
い
た
の
が
，
広
島
の
子
ど

も
た
ち
で
さ
え
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
楢
原
さ
ん
の
よ
う
に
元
々
広
島
と
ゆ
か

り
が
な
く
て
も
被
爆
者
の
思
い
を
伝
え
た
い
と
思
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
一
方
で
，
こ
の
事
実
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
る
と
い
く

現
状
に
強
い
焦
り
を
覚
え
ま
し
た
。
広
島
の
被
爆
者
の
方
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
話
に
出
て
き
た
岡
田
さ
ん
の
言
葉
で

「
ノ
ー
が
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
原
爆
の
事
実
を
後
の
世
代
に
伝
え
る
と
と
も
に
，

一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
考
え
，
未
来
を
自
分
自
身
で
選
択
で
き
る
人
間
に
な
り
，
ま
た
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
の
父
池
田
早
苗
さ
ん
は
原
爆
で
兄
弟
を
失
っ
た
だ
け
で
な
く
，
後
遺
症
で
自
身
と
両
親
も
苦
し
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
紙
芝

居
を
見
て
も
，
そ
の
恐
ろ
し
さ
と
生
々
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
経
験
を
池
田
さ
ん
が
子
ど
も
に
さ
え
話
し
た
が
ら
な

か
っ
た
の
は
，
や
は
り
後
遺
症
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
さ
せ
た
く
な
い
こ
と
も
一
つ
の
理
由
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
広

島
の
方
の
お
話
で
も
放
射
線
の
威
力
は
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
聞
き
ま
し
た
が
，
二
世
三
世
と
今
を
生
き
る
人
た
ち
も
消
え

る
こ
と
の
な
い
不
安
の
中
日
々
を
送
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。「
知
る
こ
と
」が
大
切
だ
，
と
佐
藤
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
私
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
知
識
を
身
に
付
け
，
自
分
の
頭
で
考
え
る
糧
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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実
体
験
か
ら
の
講
話
だ
っ
た
の
で
，
史
学
を
学
ぶ
だ
け
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
そ
の
時
の
具
体
的
な
様
子
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
戦
争
学
習
と
し
て
原
爆
を
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
か
，
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
私
た
ち
の
力
は
微
力
か
も
し
れ
な
い
が
無
力
で
は
な
い
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
，
私
も
で
き
る
こ
と
を
し

て
い
け
れ
ば
，
と
思
い
ま
し
た
。

紙
し
ば
い
な
ど
が
あ
り
，
具
体
性
を
持
っ
て
講
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
爆
は
事
実
で
は
あ
り
ま
す
が
，
遠
い
こ
と
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
話
で
，
や
は
り
被
爆
体
験
の
話
を
聞
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
，
こ
れ

か
ら
の
戦
争
学
習
，
平
和
学
習
に
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
ず
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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実
際
の
原
爆
は
自
分
の
思
っ
て
い
た
よ
り
も
大
き
く
，
高
温
の
火
球
だ
っ
た
。
こ
れ
は
と
て
も
怖
く
，
残
酷
な
も
の
だ
と
改
め
て
実
感

し
た
。

そ
の
と
き
を
実
際
に
経
験
せ
ず
，
伝
承
し
て
い
く
と
い
う
の
は
，
中
々
難
し
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
，
楢
原
さ
ん
は
そ
れ
を
感
じ
さ

せ
な
い
リ
ア
ル
な
話
だ
っ
た
。
岡
田
さ
ん
の
経
験
し
た
こ
と
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
，
日
本
の
平
和
を
考
え
る
上
で
非
常
に
大

切
だ
と
感
じ
た
。

被
爆
体
験
者
の
身
内
の
方
の
お
話
は
他
の
人
と
は「
重
み
」が
違
う
な
と
感
じ
た
。
そ
の
体
験
を
紙
し
ば
い
で
，
伝
え
る
こ
と
は
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
く
上
で
分
か
り
や
す
く
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

被
爆
体
験
者
の
家
族
は
，
原
爆
に
つ
い
て
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
た
め
，
お
話
を
聞
い
て
自
分
た
ち
も

そ
の
こ
と
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
べ
き
。
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・
伝
承
者
と
本
人
と
の
意
見
が
様
々
聞
け
て
良
い
。

・
イ
メ
ー
ジ
と
今
ま
で
の
経
験
と
異
な
り
，
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
併
用
し
た
語
り
は
新
鮮
だ
っ
た
。
画
像
な
ど
が
多
々
あ
り
，
分
か
り
や

す
い
。

・
家
族
の
視
点
か
ら
の
証
言
の
伝
承
だ
っ
た
が
，
心
に
く
る
話
で
あ
っ
た
。

・お
父
さ
ん
の
証
言
を
，近
年
に
な
る
ま
で
直
に
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
話
は
驚
い
た
。肉
親
だ
か
ら
こ
そ
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
，

し
ず
ら
い
こ
と
も
あ
る
の
か
と
勉
強
に
な
っ
た
。

28
今
回
の「
語
り
」を
聞
い
て
，
い
か
に
自
分
が
広
島
の
原
爆
に
つ
い
て
無
知
で
無
関
心
だ
っ
た
の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
統
計
的
に
何

人
の
方
が
亡
く
な
っ
た
の
か
は
知
っ
て
い
た
が
，
そ
の
裏
に
あ
る
1人
1人
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
た
事
は
な
か
っ
た
。

岡
田
恵
美
子
さ
ん
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
，
平
穏
な
生
活
が
戦
争
に
よ
っ
て
様
変
わ
り
し
て
し
ま
う
過
程
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
二
度
と
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

「
被
爆
2世
」と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
い
た
。
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者
と
い
う
こ
と
で
，
思
う
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
が
，

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
体
験
を
語
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
覚
悟
を
感
じ
た
。

紙
し
ば
い
を
取
り
扱
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
自
分
た
ち
は
資
料
が
な
い
と
原
爆
の
被
害
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
図
像
資
料
は
と
て
も
貴
重
で
あ
る
と
思
っ
た
。
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原
爆
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
い
な
く
な
る
よ
う
に
，
私
た
ち
が
戦
争
を
学
び
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
。
そ
の
た
め
に
，
実
際
に
広
島
へ
行
っ
て
，
資
料
館
で
実
物
を
見
た
い
と
思
っ
た
。

講
話
を
聞
い
て
，
新
し
く
知
る
こ
と
も
多
く
あ
り
，
む
し
ろ
自
分
は
戦
争
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

た
。
あ
き
た
と
い
う
地
は
花
岡
事
件
や
土
崎
空
襲
な
ど
戦
争
に
か
か
わ
る
事
柄
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
，
そ
れ
を
学
ぶ
機
会
が
な
か
っ

た
た
め
，
も
っ
と
戦
争
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
作
る
必
要
が
あ
る
し
，
作
り
た
い
と
思
っ
た
。
改
め
て
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
た
し
，

子
ど
も
た
ち
に
こ
の
よ
う
な
被
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
岡
田
さ
ん
，
楢
原
さ
ん
の
願
い
を
受
け
て
，
そ

の
意
思
を
受
け
継
ぎ
た
い
と
思
う
。

池
田
早
苗
さ
ん
は
，
買
い
出
し
の
た
め
に
爆
心
地
か
ら
離
れ
て
い
た
お
か
げ
で
被
爆
の
影
響
が
少
な
く
，
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
の
は
す
ご
い
偶
然
で
あ
り
，
体
に
不
調
が
あ
り
な
が
ら
も
現
在
も
生
き
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
ま
だ
子
ど
も
で
あ
っ
た
の
に
，

兄
弟
が
次
々
と
死
ん
で
い
き
，
弟
の
火
葬
ま
で
し
て
，
自
分
が
そ
の
歳
の
頃
と
比
べ
た
ら
考
え
ら
れ
な
い
経
験
を
し
て
い
る
し
，
そ
れ

を
現
在
の
子
ど
も
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

今
日
こ
の
講
話
を
聞
い
て
，
戦
争
に
つ
い
て
も
っ
と
多
く
学
び
た
い
と
強
く
感
じ
た
。
自
分
は
佐
藤
さ
ん
と
い
う
被
爆
者
の
ご
家
族
か

ら
お
話
を
聞
け
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
，
戦
争
に
つ
い
て
の
教
育
を
も
っ
と
考
え
て
い
き
た
い
。
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原
爆
の
恐
ろ
し
さ
と
い
う
も
の
を
改
め
て
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

被
爆
さ
れ
た
方
は
今
も
不
安
と
闘
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
こ
と
も
知
っ
た
。
し
か
し
，
原
爆
を
体
験
し
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら

れ
る
こ
と
，
目
指
す
べ
き
未
来
に
つ
い
て
重
み
の
あ
る
言
葉
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
思
う
。

被
爆
体
験
を
語
り
継
ぐ
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
話
だ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
決
し
て
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
ず
，
1人
で
も
多
く
の
人

の
記
憶
に
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
感
じ
た
。多
く
の
人
の
心
に
残
る
語
り
で
活
動
し
て
い
る
人
々
が
多
く
い
る
と
知
り
，

自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

・
20
16
（
平
成
28
）
年
7
月
28
日
の
講
話
直
後
に
記
入
し
て
も
ら
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
作
成
。

・
原
文
全
部
掲
載
。
文
字
強
調
筆
者
。
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